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(57)【要約】
　本発明による液晶表示装置は、行方向に隣接する第１
画素（Ｐ１）、第２画素（Ｐ２）を備える。
　入力信号が第１の色（無彩色）を示す場合、青補正部
（３００ｂ）が青サブ画素の階調レベルｂを階調レベル
ｂ’に補正することによって、第１画素（Ｐ１）の第３
サブ画素（Ｂ１）の輝度は、第２画素（Ｐ２）の第３サ
ブ画素（Ｂ２）の輝度とは異なる。
　入力信号が第２の色（青色）を示す場合、第１画素（
Ｐ１）の第３サブ画素（Ｂ１）の輝度は、第２画素（Ｐ
２）の第３サブ画素（Ｂ２）の輝度とほぼ等しい。
　入力信号が第１の色（無彩色）を示す場合の第１画素
（Ｐ１）の第３サブ画素（Ｂ１）の輝度と第２画素（Ｐ
２）の第３サブ画素（Ｂ２）の輝度との平均は、入力信
号が第２の色（青色）を示す場合の前記平均とほぼ等し
い。
　本発明によると、視野角特性の改善を図るとともに表
示品位の低下が抑制された液晶表示装置を提供できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに隣接する第１画素および第２画素を含む複数の画素を備える液晶表示装置であっ
て、
　前記複数の画素のそれぞれは、第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素を含む
複数のサブ画素を有しており、
　入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞれが第１の色を示す場合の
前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度と前記第２画素の前記第３サブ画素の輝度との平
均は、入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞれが前記第１の色とは
異なる第２の色を示す場合の前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度と前記第２画素の前
記第３サブ画素の輝度との平均とほぼ等しく、
　入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞれが前記第１の色を示す場
合、前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度は前記第２画素の前記第３サブ画素の輝度と
は異なり、
　入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞれが前記第２の色を示す場
合、前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度は前記第２画素の前記第３サブ画素の輝度と
ほぼ等しい、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度と前記第２画素の前記第３サブ画素の輝度との
差は、前記第１画素および前記第２画素の前記第１サブ画素の輝度の平均、および、前記
第１画素および前記第２画素の前記第２サブ画素の輝度の平均のうちの少なくとも一方に
基づいて変化する、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞれが前記第１の色を示す場
合、前記第１画素および前記第２画素の前記第１サブ画素および前記第２サブ画素のそれ
ぞれは点灯している、請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞれが前記第２の色を示す場
合、前記第１画素および前記第２画素の前記第１サブ画素および前記第２サブ画素のそれ
ぞれは非点灯である、請求項１から３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１サブ画素は赤サブ画素であり、
　前記第２サブ画素は緑サブ画素であり、
　前記第３サブ画素は青サブ画素である、請求項１から４のいずれかに記載の液晶表示装
置。
【請求項６】
　前記第１の色は無彩色であり、前記第２の色は青である、請求項１から５のいずれかに
記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１サブ画素、前記第２サブ画素および前記第３サブ画素をそれぞれ規定する第１
サブ画素電極、第２サブ画素電極および第３サブ画素電極と、
　前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画素電極のそれぞれ
に対応して設けられた複数のソース配線と
をさらに備える、請求項１から６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１サブ画素、前記第２サブ画素および前記第３サブ画素のそれぞれは、それぞれ
が互いに異なる輝度を呈し得る複数の領域を有している、請求項１から６のいずれかに記
載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１サブ画素、前記第２サブ画素および前記第３サブ画素をそれぞれ規定し、それ



(3) JP WO2010/073687 A1 2010.7.1

10

20

30

40

50

ぞれが前記複数の領域を規定する分離電極を有している、第１サブ画素電極、第２サブ画
素電極および第３サブ画素電極と、
　前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画素電極のそれぞれ
に対応して設けられた複数のソース配線と、
　前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画素電極のそれぞれ
の前記分離電極に対応して設けられた複数の補助容量配線と
をさらに備える、請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記複数の画素は複数の行および複数の列のマトリクス状に配列されており、
　前記複数の画素は、前記第１画素に対して行方向および列方向のうちの一方の方向に隣
接するとともに前記第２画素に対して斜め方向に隣接する第３画素と、前記第３画素に対
して前記一方の方向に隣接するとともに前記第２画素に対して行方向および列方向のうち
の他方の方向に隣接する第４画素とをさらに含み、
　入力信号において前記第３画素および前記第４画素のそれぞれが前記第１の色を示す場
合、前記第３画素の前記第３サブ画素の輝度は前記第４画素の前記第３サブ画素の輝度と
はほぼ等しい、請求項１から９のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号は、前記複数の画素のそ
れぞれに含まれる前記複数のサブ画素の階調レベルを示しており、
　前記入力信号または前記変換によって得られた信号に示された前記第１画素および前記
第２画素に含まれる前記第３サブ画素の階調レベルは、前記入力信号に示された前記第１
画素および前記第２画素の色相に応じて補正される、請求項１から１０のいずれかに記載
の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号は、前記複数の画素のそ
れぞれに含まれる前記複数のサブ画素の階調レベルを示しており、
　前記入力信号または前記変換によって得られた信号に示された前記第１画素および前記
第２画素に含まれる前記第３サブ画素の階調レベルは、前記入力信号に示された前記第１
画素および前記第２画素の色相、および、前記入力信号に示された前記第１画素および前
記第２画素に含まれる前記第３サブ画素の階調レベルの差に応じて補正される、請求項１
から１０のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　入力信号において、前記第１画素および前記第２画素のうちの一方の画素の前記第３サ
ブ画素の階調レベルが第１階調レベルであり、前記第１画素および前記第２画素のうちの
他方の画素の前記第３サブ画素の階調レベルが前記第１階調レベルまたは前記第１階調レ
ベルよりも高い第２階調レベルである場合、前記第１画素および前記第２画素に含まれる
前記第３サブ画素のそれぞれの輝度は、前記入力信号または前記入力信号の変換によって
得られた信号に示された階調レベルに対応する輝度とは異なり、
　入力信号において、前記一方の画素の前記第３サブ画素の階調レベルが前記第１階調レ
ベルであり、前記他方の画素の前記第３サブ画素の階調レベルが前記第２階調レベルより
も高い第３階調レベルである場合、前記第１画素および前記第２画素に含まれる前記第３
サブ画素のそれぞれの輝度は、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた
信号に示された階調レベルに対応する輝度と略等しい、請求項１から１２のいずれかに記
載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素を含む複数のサブ画素を有する画素を
備える液晶表示装置であって、
　前記第１サブ画素、前記第２サブ画素および前記第３サブ画素のそれぞれは、互いに異
なる輝度を呈し得る第１領域および第２領域を含む複数の領域を有しており、
　入力信号において前記画素が第１の色を示す場合の前記第３サブ画素の前記第１領域の
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輝度と前記第３サブ画素の前記第２領域の輝度との平均は、入力信号において前記画素が
前記第１の色とは異なる第２の色を示す場合の前記第３サブ画素の前記第１領域の輝度と
前記第３サブ画素の前記第２領域の輝度との平均とほぼ等しく、
　入力信号において前記画素が前記第１の色を示す場合、前記第３サブ画素の前記第１領
域の輝度は前記第３サブ画素の前記第２領域の輝度とは異なり、
　入力信号において前記画素が前記第２の色を示す場合、前記第３サブ画素の前記第１領
域の輝度は前記第３サブ画素の前記第２領域の輝度とほぼ等しい、液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記第１サブ画素、前記第２サブ画素および前記第３サブ画素をそれぞれ規定し、それ
ぞれが、前記第１領域および前記第２領域に対応する第１分離電極および第２分離電極を
有する第１サブ画素電極、第２サブ画素電極および第３サブ画素電極と、
　前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画素電極のそれぞれ
の前記第１分離電極および前記第２分離電極のそれぞれに対応して設けられた複数のソー
ス配線と
をさらに備える、請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記第１サブ画素、前記第２サブ画素および前記第３サブ画素をそれぞれ規定し、それ
ぞれが、前記第１領域および前記第２領域に対応する第１分離電極および第２分離電極を
有する第１サブ画素電極、第２サブ画素電極および第３サブ画素電極と、
　前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画素電極のそれぞれ
に対応して設けられた複数のソース配線と、
　前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画素電極のそれぞれ
の前記第１分離電極、ならびに、前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前
記第３サブ画素電極のそれぞれの前記第２分離電極に対応して設けられた複数のゲート配
線と
をさらに備える、請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記第１サブ画素は赤サブ画素であり、
　前記第２サブ画素は緑サブ画素であり、
　前記第３サブ画素は青サブ画素である、請求項１４から１６のいずれかに記載の液晶表
示装置。
【請求項１８】
　複数の行および複数の列のマトリクス状に配列された複数の画素を備える液晶表示装置
であって、
　前記複数の画素は、行方向または列方向に順番に配列された第１画素、第２画素、第３
画素および第４画素を含んでおり、
　前記複数の画素のそれぞれは、第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素を含む
複数のサブ画素を有しており、
　入力信号において前記第１画素および前記第３画素のそれぞれが第１の色を示す場合の
前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度と前記第３画素の前記第３サブ画素の輝度との平
均は、入力信号において前記第１画素および前記第３画素のそれぞれが前記第１の色とは
異なる第２の色を示す場合の前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度と前記第３画素の前
記第３サブ画素の輝度との平均とほぼ等しく、
　入力信号において前記第１画素および前記第３画素のそれぞれが前記第１の色を示す場
合、前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度は前記第３画素の前記第３サブ画素の輝度と
は異なり、
　入力信号において前記第１画素および前記第３画素のそれぞれが前記第２の色を示す場
合、前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度は前記第３画素の前記第３サブ画素の輝度と
ほぼ等しい、液晶表示装置。
【請求項１９】
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　前記第２画素および前記第４画素のそれぞれの前記第３サブ画素の輝度は、前記入力信
号または前記入力信号の変換によって得られた信号に示された階調レベルに対応する輝度
と略等しい、請求項１８に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、大型テレビジョンだけでなく携帯電話の表示部等の小型の表示装置と
しても利用されている。現在、広く利用されているカラー液晶表示装置では、１つの画素
は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の光の三原色に対応するサブ画素から構成されており
、典型的には、赤、緑および青サブ画素の色の違いは、カラーフィルタによって実現され
ている。
【０００３】
　従来、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モードの液晶表示装置が用いられてい
たが、ＴＮモードの液晶表示装置の視野角は比較的狭いため、近年、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌ
ａｎｅ―Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードおよびＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎ
ｔ）モードといった広視野角の液晶表示装置が作製されている。そのような広視野角のモ
ードの中でも、ＶＡモードは高コントラスト比を実現できるため、多くの液晶表示装置に
採用されている。
【０００４】
　しかしながら、ＶＡモードの液晶表示装置では、斜め方向から見た場合に階調反転が発
生することがある。このような階調反転を抑制するために、１つのサブ画素領域に複数の
液晶ドメインを形成するＭＶＡ（Ｍｕｌｔｉ－ｄｏｍａｉｎ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉ
ｇｎｍｅｎｔ）モードが採用されている。ＭＶＡモードの液晶表示装置には、垂直配向型
液晶層を挟んで対向する一対の基板のうちの少なくとも一方の液晶層側に配向規制構造が
設けられている。配向規制構造は、例えば、電極に設けられた線状のスリット（開口部）
またはリブ（突起構造）である。配向規制構造により、液晶層の片側または両側から配向
規制力が付与され、配向方向の異なる複数の液晶ドメイン（典型的には４つの液晶ドメイ
ン）が形成され、階調反転が抑制されている。
【０００５】
　また、ＶＡモードの別の一種として、ＣＰＡ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｐｉｎｗｈｅｅ
ｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードも知られている。一般的なＣＰＡモードの液晶表示装置
では対称性の高い形状を有するサブ画素電極が設けられるとともに液晶ドメインの中心に
対応して対向基板の液晶層側に開口部や突起物が設けられている。この突起物はリベット
とも呼ばれる。電圧を印加すると、対向電極と対称性の高いサブ画素電極とによって形成
される斜め電界にしたがって液晶分子は放射形状に傾斜配向する。また、リベットが設け
られている場合、リベットの傾斜側面の配向規制力によって液晶分子の傾斜配向が安定化
される。このように、１サブ画素内の液晶分子が放射形状に配向することにより、階調反
転が抑制されている。
【０００６】
　しかしながら、ＶＡモードの液晶表示装置では、斜め方向から見た場合の画像が正面か
ら見た場合の画像と比べて明るく見えることがある（特許文献１参照）。このような現象
は白浮きとも呼ばれている。特許文献１の液晶表示装置では、赤、緑および青のうちの対
応する色を表示するサブ画素が輝度の異なる領域を有していることにより、斜め方向から
の白浮きを抑制して視野角特性を改善している。具体的には、特許文献１の液晶表示装置
では、サブ画素の各領域に対応する電極は、異なるＴＦＴを介して異なるデータ配線（ソ
ース配線）に接続されている。特許文献１の液晶表示装置では、サブ画素の各領域に対応
する電極の電位を異ならせることにより、サブ画素の各領域の輝度を異ならせて、視野角
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特性の改善が図られている。
【０００７】
　サブ画素内の領域の輝度を異ならせるためには、サブ画素の各領域に対応する微細な電
極を形成する必要があり、コストが増大し、歩留まりが低下することがある。また、ＴＮ
モードの液晶表示装置はＶＡモードと比べて低コストで作製可能である。このため、ＴＮ
モードの液晶表示装置において、サブ画素内に複数の電極を形成することなく視野角特性
の改善を行うことも検討されている（例えば、特許文献２参照）。特許文献２の液晶表示
装置では、入力信号において隣接する２つのサブ画素の階調レベルが中間階調レベルであ
る場合、一方のサブ画素を高階調レベルにし、他方のサブ画素を低階調レベルにすること
により、視野角特性の改善を図っている。具体的には、入力信号において２つのサブ画素
の階調レベルＡ、Ｂが中間階調である場合、その輝度Ｌ（Ａ）、Ｌ（Ｂ）の平均（Ｌ（Ａ
）＋Ｌ（Ｂ））／２をＬ（Ｘ）とすると、輝度Ｌ（Ｘ）に対応する階調レベルＸを取得し
た上で、階調レベルＸの輝度Ｌ（Ｘ）を実現する高階調レベルＡ’および低階調レベルＢ
’を得ている。このように、特許文献２の液晶表示装置では、入力信号に示された階調レ
ベルＡ、Ｂを階調レベルＡ’、Ｂ’に補正することで、サブ画素電極内に微細な電極構造
を形成することなく視野角特性の改善を図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－２０９１３５号公報
【特許文献２】特表２００４－５２５４０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献１の液晶表示装置では、１つのサブ画素の階調レベルを利用してサブ画素内の
領域の輝度を異ならせることによって視野角特性の改善を図っている。また、特許文献２
の液晶表示装置では、２つのサブ画素の階調レベルを利用してサブ画素の輝度を異ならせ
ることによって視野角特性の改善を図っている。しかしながら、特許文献１の液晶表示装
置では、画素が黒以外の表示を行う場合に観察者に表示する色や画素サイズによって低輝
度の領域が認識され、表示品位が低下することがある。また、特許文献２の液晶表示装置
では、表示する色によっては観察者に解像度が低下しているように見えてしまい、表示品
位が低下することがある。
【００１０】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、その目的は、視野角特性の改善を図
るとともに表示品位の低下を抑制する液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明による液晶表示装置は、互いに隣接する第１画素および第２画素を含む複数の画
素を備える液晶表示装置であって、前記複数の画素のそれぞれは、第１サブ画素、第２サ
ブ画素および第３サブ画素を含む複数のサブ画素を有しており、入力信号において前記第
１画素および前記第２画素のそれぞれが第１の色を示す場合の前記第１画素の前記第３サ
ブ画素の輝度と前記第２画素の前記第３サブ画素の輝度との平均は、入力信号において前
記第１画素および前記第２画素のそれぞれが前記第１の色とは異なる第２の色を示す場合
の前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度と前記第２画素の前記第３サブ画素の輝度との
平均とほぼ等しく、入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞれが前記
第１の色を示す場合、前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度は前記第２画素の前記第３
サブ画素の輝度とは異なり、入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞ
れが前記第２の色を示す場合、前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度は前記第２画素の
前記第３サブ画素の輝度とほぼ等しい。
【００１２】
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　ある実施形態において、前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度と前記第２画素の前記
第３サブ画素の輝度との差は、前記第１画素および前記第２画素の前記第１サブ画素の輝
度の平均、および、前記第１画素および前記第２画素の前記第２サブ画素の輝度の平均の
うちの少なくとも一方に基づいて変化する。
【００１３】
　ある実施形態において、入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞれ
が前記第１の色を示す場合、前記第１画素および前記第２画素の前記第１サブ画素および
前記第２サブ画素のそれぞれは点灯している。
【００１４】
　ある実施形態において、入力信号において前記第１画素および前記第２画素のそれぞれ
が前記第２の色を示す場合、前記第１画素および前記第２画素の前記第１サブ画素および
前記第２サブ画素のそれぞれは非点灯である。
【００１５】
　ある実施形態において、前記第１サブ画素は赤サブ画素であり、前記第２サブ画素は緑
サブ画素であり、前記第３サブ画素は青サブ画素である。
【００１６】
　ある実施形態において、前記第１の色は無彩色であり、前記第２の色は青である。
【００１７】
　ある実施形態において、前記液晶表示装置は、前記第１サブ画素、前記第２サブ画素お
よび前記第３サブ画素をそれぞれ規定する第１サブ画素電極、第２サブ画素電極および第
３サブ画素電極と、前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画
素電極のそれぞれに対応して設けられた複数のソース配線とをさらに備える。
【００１８】
　ある実施形態において、前記第１サブ画素、前記第２サブ画素および前記第３サブ画素
のそれぞれは、それぞれが互いに異なる輝度を呈し得る複数の領域を有している。
【００１９】
　ある実施形態において、前記液晶表示装置は、前記第１サブ画素、前記第２サブ画素お
よび前記第３サブ画素をそれぞれ規定し、それぞれが前記複数の領域を規定する分離電極
を有している、第１サブ画素電極、第２サブ画素電極および第３サブ画素電極と、前記第
１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画素電極のそれぞれに対応し
て設けられた複数のソース配線と、前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および
前記第３サブ画素電極のそれぞれの前記分離電極に対応して設けられた複数の補助容量配
線とをさらに備える。
【００２０】
　ある実施形態において、前記複数の画素は複数の行および複数の列のマトリクス状に配
列されており、前記複数の画素は、前記第１画素に対して行方向および列方向のうちの一
方の方向に隣接するとともに前記第２画素に対して斜め方向に隣接する第３画素と、前記
第３画素に対して前記一方の方向に隣接するとともに前記第２画素に対して行方向および
列方向のうちの他方の方向に隣接する第４画素とをさらに含み、入力信号において前記第
３画素および前記第４画素のそれぞれが前記第１の色を示す場合、前記第３画素の前記第
３サブ画素の輝度は前記第４画素の前記第３サブ画素の輝度とはほぼ等しい。
【００２１】
　ある実施形態において、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号
は、前記複数の画素のそれぞれに含まれる前記複数のサブ画素の階調レベルを示しており
、前記入力信号または前記変換によって得られた信号に示された前記第１画素および前記
第２画素に含まれる前記第３サブ画素の階調レベルは、前記入力信号に示された前記第１
画素および前記第２画素の色相に応じて補正される。
【００２２】
　ある実施形態において、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号
は、前記複数の画素のそれぞれに含まれる前記複数のサブ画素の階調レベルを示しており
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、前記入力信号または前記変換によって得られた信号に示された前記第１画素および前記
第２画素に含まれる前記第３サブ画素の階調レベルは、前記入力信号に示された前記第１
画素および前記第２画素の色相、および、前記入力信号に示された前記第１画素および前
記第２画素に含まれる前記第３サブ画素の階調レベルの差に応じて補正される。
【００２３】
　ある実施形態において、入力信号において、前記第１画素および前記第２画素のうちの
一方の画素の前記第３サブ画素の階調レベルが第１階調レベルであり、前記第１画素およ
び前記第２画素のうちの他方の画素の前記第３サブ画素の階調レベルが前記第１階調レベ
ルまたは前記第１階調レベルよりも高い第２階調レベルである場合、前記第１画素および
前記第２画素に含まれる前記第３サブ画素のそれぞれの輝度は、前記入力信号または前記
入力信号の変換によって得られた信号に示された階調レベルに対応する輝度とは異なり、
入力信号において、前記一方の画素の前記第３サブ画素の階調レベルが前記第１階調レベ
ルであり、前記他方の画素の前記第３サブ画素の階調レベルが前記第２階調レベルよりも
高い第３階調レベルである場合、前記第１画素および前記第２画素に含まれる前記第３サ
ブ画素のそれぞれの輝度は、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信
号に示された階調レベルに対応する輝度と略等しい。
【００２４】
　本発明による液晶表示装置は、第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素を含む
複数のサブ画素を有する画素を備える液晶表示装置であって、前記第１サブ画素、前記第
２サブ画素および前記第３サブ画素のそれぞれは、互いに異なる輝度を呈し得る第１領域
および第２領域を含む複数の領域を有しており、入力信号において前記画素が第１の色を
示す場合の前記第３サブ画素の前記第１領域の輝度と前記第３サブ画素の前記第２領域の
輝度との平均は、入力信号において前記画素が前記第１の色とは異なる第２の色を示す場
合の前記第３サブ画素の前記第１領域の輝度と前記第３サブ画素の前記第２領域の輝度と
の平均とほぼ等しく、入力信号において前記画素が前記第１の色を示す場合、前記第３サ
ブ画素の前記第１領域の輝度は前記第３サブ画素の前記第２領域の輝度とは異なり、入力
信号において前記画素が前記第２の色を示す場合、前記第３サブ画素の前記第１領域の輝
度は前記第３サブ画素の前記第２領域の輝度とほぼ等しい。
【００２５】
　ある実施形態において、前記液晶表示装置は、前記第１サブ画素、前記第２サブ画素お
よび前記第３サブ画素をそれぞれ規定し、それぞれが、前記第１領域および前記第２領域
に対応する第１分離電極および第２分離電極を有する第１サブ画素電極、第２サブ画素電
極および第３サブ画素電極と、前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記
第３サブ画素電極のそれぞれの前記第１分離電極および前記第２分離電極のそれぞれに対
応して設けられた複数のソース配線とをさらに備える。
【００２６】
　ある実施形態において、前記液晶表示装置は、前記第１サブ画素、前記第２サブ画素お
よび前記第３サブ画素をそれぞれ規定し、それぞれが、前記第１領域および前記第２領域
に対応する第１分離電極および第２分離電極を有する第１サブ画素電極、第２サブ画素電
極および第３サブ画素電極と、前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記
第３サブ画素電極のそれぞれに対応して設けられた複数のソース配線と、前記第１サブ画
素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画素電極のそれぞれの前記第１分離電
極、ならびに、前記第１サブ画素電極、前記第２サブ画素電極および前記第３サブ画素電
極のそれぞれの前記第２分離電極に対応して設けられた複数のゲート配線とをさらに備え
る。
【００２７】
　ある実施形態において、前記第１サブ画素は赤サブ画素であり、前記第２サブ画素は緑
サブ画素であり、前記第３サブ画素は青サブ画素である。
【００２８】
　本発明による液晶表示装置は、複数の行および複数の列のマトリクス状に配列された複
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数の画素を備える液晶表示装置であって、前記複数の画素は、行方向または列方向に順番
に配列された第１画素、第２画素、第３画素および第４画素を含んでおり、前記複数の画
素のそれぞれは、第１サブ画素、第２サブ画素および第３サブ画素を含む複数のサブ画素
を有しており、入力信号において前記第１画素および前記第３画素のそれぞれが第１の色
を示す場合の前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度と前記第３画素の前記第３サブ画素
の輝度との平均は、入力信号において前記第１画素および前記第３画素のそれぞれが前記
第１の色とは異なる第２の色を示す場合の前記第１画素の前記第３サブ画素の輝度と前記
第３画素の前記第３サブ画素の輝度との平均とほぼ等しく、入力信号において前記第１画
素および前記第３画素のそれぞれが前記第１の色を示す場合、前記第１画素の前記第３サ
ブ画素の輝度は前記第３画素の前記第３サブ画素の輝度とは異なり、入力信号において前
記第１画素および前記第３画素のそれぞれが前記第２の色を示す場合、前記第１画素の前
記第３サブ画素の輝度は前記第３画素の前記第３サブ画素の輝度とほぼ等しい。
【００２９】
　ある実施形態において、前記第２画素および前記第４画素のそれぞれの前記第３サブ画
素の輝度は、前記入力信号または前記入力信号の変換によって得られた信号に示された階
調レベルに対応する輝度と略等しい。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、視野角特性の改善を図るとともに表示品位の低下が抑制された液晶表
示装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】（ａ）は本発明による液晶表示装置の第１実施形態を示す模式図であり、（ｂ）
は（ａ）に示した液晶表示装置における液晶表示パネルを示す模式図である。
【図２】（ａ）は図１に示した液晶表示装置において各画素の構成を示す模式図であり、
（ｂ）は液晶表示パネルのアクティブマトリクス基板を示す回路図である。
【図３】図１に示した液晶表示装置における液晶表示パネルの色度図である。
【図４】（ａ）および（ｂ）は本実施形態の液晶表示装置における液晶表示パネルを示す
模式図である。
【図５】図１に示した液晶表示装置における補正部を概念的に説明するための図であり、
（ａ）は色相を示す模式図であり、（ｂ）はある場合の青サブ画素の階調レベルの変化を
示すグラフであり、（ｃ）は別の場合の青サブ画素の階調レベルの変化を示すグラフであ
る。
【図６】（ａ）および（ｂ）は比較例１の液晶表示装置を示す模式図である。
【図７】（ａ）および（ｂ）は比較例２の液晶表示装置を示す模式図である。
【図８】（ａ）および（ｂ）は第１実施形態の液晶表示装置を示す模式図である。
【図９】図１に示した液晶表示装置における青補正部を示す模式図である。
【図１０】図９に示した青変換部における変換を説明するためのグラフである。
【図１１】図１に示した液晶表示装置における青補正部の具体的な構成を示す模式図であ
る。
【図１２】（ａ）は階調差レベルを示すグラフであり、（ｂ）は液晶表示パネルに入力さ
れる階調レベルを示すグラフである。
【図１３】青補正部における色相と色相係数との関係を示す模式図である。
【図１４】図１に示した液晶表示装置において、隣接する画素に属する青サブ画素の階調
レベルが異なる場合の輝度レベルの変化を示す模式図である。
【図１５】（ａ）は比較例１の液晶表示装置の模式図であり、（ｂ）および（ｃ）は本実
施形態の液晶表示装置の模式図である。
【図１６】第１実施形態の変形例の液晶表示装置における青補正部の構成を示す模式図で
ある。
【図１７】（ａ）～（ｃ）は、図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの模式図であ
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る。
【図１８】図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの断面構造を模式的に示す部分断
面図である。
【図１９】図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの１つのサブ画素に対応する領域
を模式的に示す平面図である。
【図２０】（ａ）および（ｂ）は、図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの１つの
サブ画素に対応する領域を模式的に示す平面図である。
【図２１】図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルの１つのサブ画素に対応する領域
を模式的に示す平面図である。
【図２２】図１に示した液晶表示装置の液晶表示パネルにおける各サブ画素の主波長を説
明するためのＸＹＺ表色系色度図を示した模式図である。
【図２３】（ａ）は第１実施形態の変形例の液晶表示装置における青補正部の構成を示す
模式図であり、（ｂ）は階調調整部の構成を示す模式図である。
【図２４】第１実施形態の変形例の液晶表示装置を示す模式図であり、（ａ）は赤補正部
を有する補正部を備える液晶表示装置の模式図であり、（ｂ）は緑補正部を有する補正部
を備える液晶表示装置の模式図である。
【図２５】第１実施形態の別の変形例の液晶表示装置において赤、緑および青補正部を有
する補正部を備える液晶表示装置の模式図である。
【図２６】第１実施形態のさらに別の変形例の液晶表示装置を示す模式図であり、（ａ）
は独立ガンマ補正処理部を補正部の後段に設けた構成を示す模式図であり、（ｂ）は独立
ガンマ補正処理部を補正部の前段に設けた構成を示す模式図である。
【図２７】本発明による液晶表示装置の第２実施形態を示す模式図である。
【図２８】（ａ）は図２７に示した液晶表示装置において各画素の構成を示す模式図であ
り、（ｂ）は液晶表示パネルのアクティブマトリクス基板を示す回路図である。
【図２９】（ａ）は、ある色を表示する場合の図２７に示した液晶表示装置における液晶
表示パネルを示す模式図であり、（ｂ）は別の色を表示する場合の図２７に示した液晶表
示装置における液晶表示パネルを示す模式図である。
【図３０】本発明による液晶表示装置の第３実施形態を示す模式図である。
【図３１】（ａ）は図３０に示した液晶表示装置において各画素の構成を示す模式図であ
り、（ｂ）は液晶表示パネルのアクティブマトリクス基板を示す回路図である。
【図３２】（ａ）は、ある色を表示する場合の図３０に示した液晶表示装置における液晶
表示パネルを示す模式図であり、（ｂ）は別の色を表示する場合の図３０に示した液晶表
示装置における液晶表示パネルを示す模式図である。
【図３３】図３０に示した液晶表示装置における青補正部の構成を示す模式図である。
【図３４】本発明による第３実施形態の変形例の液晶表示装置を示す模式図である。
【図３５】（ａ）は本発明による液晶表示装置の第４実施形態を示す模式図であり、（ｂ
）は液晶表示パネルの等価回路図である。
【図３６】図３５に示した液晶表示装置の極性および明暗を示す模式図である。
【図３７】（ａ）は比較例３の液晶表示装置を示す模式図であり、（ｂ）は比較例３の液
晶表示装置における青サブ画素のみを示す模式図である。
【図３８】（ａ）は入力信号において各画素が青を示す場合の図３５に示した液晶表示装
置の青サブ画素を示す模式図であり、（ｂ）は青補正部による明暗の調整を示す模式図で
あり、（ｃ）は入力信号において各画素が無彩色を示す場合に（ｂ）に示したように補正
された青サブ画素を示す模式図である。
【図３９】（ａ）は入力信号において各画素が青を示す場合の図３５に示した液晶表示装
置の青サブ画素を示す模式図であり、（ｂ）は青補正部による明暗の調整を示す模式図で
あり、（ｃ）は入力信号において各画素が無彩色を示す場合に（ｂ）に示したように補正
された青サブ画素を示す模式図である。
【図４０】（ａ）は入力信号において各画素が青を示す場合の図３５に示した液晶表示装
置の青サブ画素を示す模式図であり、（ｂ）は青補正部による明暗の調整を示す模式図で



(11) JP WO2010/073687 A1 2010.7.1

10

20

30

40

50

あり、（ｃ）は入力信号において各画素が無彩色を示す場合に（ｂ）に示したように補正
された青サブ画素を示す模式図である。
【図４１】（ａ）は図４０に示した補正を行うのに適した液晶表示装置における液晶表示
パネルを示す模式図であり、（ｂ）は青補正部の構成を示す模式図である。
【図４２】本発明による第５実施形態の変形例の液晶表示装置における青補正部の構成を
示す模式図である。
【図４３】（ａ）は本発明による液晶表示装置の第５実施形態を示す模式図であり、（ｂ
）は液晶表示パネルを示す模式図である。
【図４４】（ａ）は図４３に示した青補正部を示す模式図であり、（ｂ）は階調調整部を
示す模式図である。
【図４５】本発明による第５実施形態の変形例の液晶表示装置における青補正部の構成を
示す模式図である。
【図４６】本発明による液晶表示装置の第６実施形態の模式図である。
【図４７】（ａ）は図４６に示した液晶表示装置における多原色表示パネルのサブ画素配
列を示す模式図であり、（ｂ）は輝度の調整を行う青サブ画素および明青サブ画素の位置
関係を示す模式図である。
【図４８】（ａ）は第６実施形態の変形例の液晶表示装置における多原色表示パネルのサ
ブ画素配列を示す模式図であり、（ｂ）は輝度の調整を行う青サブ画素および明青サブ画
素の位置関係を示す模式図である。
【図４９】（ａ）は第６実施形態の変形例の液晶表示装置における多原色表示パネルのサ
ブ画素配列を示す模式図であり、（ｂ）は輝度の調整を行う青サブ画素および明青サブ画
素の位置関係を示す模式図である。
【図５０】（ａ）は第６実施形態の変形例の液晶表示装置における多原色表示パネルのサ
ブ画素配列を示す模式図であり、（ｂ）および（ｃ）は輝度の調整を行う青サブ画素およ
び明青サブ画素の位置関係を示す模式図である。
【図５１】（ａ）は第６実施形態の変形例の液晶表示装置における多原色表示パネルのサ
ブ画素配列を示す模式図であり、（ｂ）は輝度の調整を行う青サブ画素および明青サブ画
素の位置関係を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、図面を参照して、本発明による液晶表示装置の実施形態を説明する。ただし、本
発明は、以下の実施形態に限定されるものではない。
【００３３】
　（実施形態１）
　以下、本発明による液晶表示装置の第１実施形態を説明する。図１（ａ）に、本実施形
態の液晶表示装置１００Ａの模式図を示す。液晶表示装置１００Ａは、液晶表示パネル２
００Ａと、補正部３００Ａとを備えている。液晶表示パネル２００Ａは複数の行および複
数の列のマトリクス状に配列された複数の画素を含んでいる。ここでは、液晶表示パネル
２００Ａにおいて画素は赤、緑および青サブ画素を有している。本明細書の以下の説明に
おいて、液晶表示装置を単に「表示装置」と呼ぶことがある。
【００３４】
　補正部３００Ａはある条件下において入力信号に示された赤、緑および青サブ画素のう
ちの少なくとも１つの階調レベルまたは対応する輝度レベルの補正を行い、別の条件下に
おいて補正を行わない。ここでは、補正部３００Ａは青補正部３００ｂを有している。青
補正部３００ｂは、ある条件下において入力信号に示された青サブ画素の階調レベルｂを
階調レベルｂ’に補正し、別の条件下において入力信号に示された青サブ画素の階調レベ
ルｂを補正することなく階調レベルｂのまま出力する。
【００３５】
　入力信号は、例えば、ガンマ値２．２のブラウン管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂ
ｅ：ＣＲＴ）に対応可能な信号であり、ＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉ
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ｏｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）規格に準拠している。入力信号は、赤
、緑および青サブ画素の階調レベルｒ、ｇおよびｂを示しており、一般に、階調レベルｒ
、ｇ、ｂは８ビットで表記される。あるいは、この入力信号は、赤、緑および青サブ画素
の階調レベルｒ、ｇおよびｂに変換可能な値を有しており、この値は３次元で表される。
図１（ａ）では、入力信号の階調レベルｒ、ｇ、ｂをまとめてｒｇｂと示している。なお
、入力信号がＢＴ．７０９規格に準拠している場合、入力信号に示された階調レベルｒ、
ｇおよびｂは、それぞれ最低階調レベル（例えば、階調レベル０）から最高階調レベル（
例えば、階調レベル２５５）までの範囲内にあり、赤、緑および青サブ画素の輝度は「０
」から「１」の範囲内にある。入力信号は例えば、ＹＣｒＣｂ信号である。入力信号に示
された階調レベルｒｇｂは補正部３００Ａを介して入力された液晶表示パネル２００Ａに
おいて輝度レベルに変換され、輝度レベルに応じた電圧が液晶表示パネル２００Ａの液晶
層２６０（図１（ｂ））に印加される。
【００３６】
　３原色の液晶表示装置において赤、緑および青サブ画素の階調レベルまたは輝度レベル
がゼロの場合に画素は黒を表示し、赤、緑および青サブ画素の階調レベルまたは輝度レベ
ルが１の場合に画素は白を表示する。また、後述するように、液晶表示装置では、独立ガ
ンマ補正処理が行われてもよいが、独立ガンマ補正処理が行われない液晶表示装置では、
ＴＶセットで所望の色温度に調整した後の赤、緑および青サブ画素の最高輝度を「１」と
した時、無彩色を表示する場合、赤、緑および青サブ画素の階調レベルまたは輝度レベル
の最高輝度との比は互いに等しい。このため、画素によって表示される色が黒から無彩色
を維持したまま白に変化する場合、赤、緑および青サブ画素の階調レベルまたは輝度レベ
ルの最高輝度との比は互いに等しいまま増加する。なお、以下の説明では、液晶表示パネ
ルにおける各サブ画素の輝度が最低階調レベルに対応する最低輝度である場合、各サブ画
素は非点灯であるともいい、各サブ画素の輝度が最低輝度よりも高い輝度である場合、各
サブ画素は点灯しているともいう。
【００３７】
　図１（ｂ）に、液晶表示パネル２００Ａの模式図を示す。液晶表示パネル２００Ａは、
絶縁基板２２２上に設けられた画素電極２２４および配向膜２２６を有するアクティブマ
トリクス基板２２０と、絶縁基板２４２上に設けられた対向電極２４４および配向膜２４
６を有する対向基板２４０と、アクティブマトリクス基板２２０と対向基板２４０との間
に設けられた液晶層２６０とを備えている。アクティブマトリクス基板２２０および対向
基板２４０には図示しない偏光板が設けられており、偏光板の透過軸はクロスニコルの関
係を有している。また、アクティブマトリクス基板２２０には図示しない配線および絶縁
層等が設けられており、対向基板２４０には図示しないカラーフィルタ層等が設けられて
いる。液晶層２６０の厚さはほぼ一定である。液晶表示パネル２００Ａには、複数の画素
が複数の行および複数の列のマトリクス状に配列されている。画素は画素電極２２４によ
って規定されており、赤、緑および青サブ画素は画素電極２２４の分割されたサブ画素電
極によって規定される。
【００３８】
　液晶表示パネル２００Ａは、例えばＶＡモードで動作する。配向膜２２６、２４６は垂
直配向膜であり、液晶層２６０は垂直配向型の液晶層である。ここで、「垂直配向型液晶
層」とは、垂直配向膜２２６、２４６の表面に対して、液晶分子軸（「軸方位」ともいう
。）が約８５°以上の角度で配向した液晶層をいう。液晶層２６０は負の誘電異方性を有
するネマチック液晶材料を含んでおり、クロスニコル配置された偏光板と組み合わせて、
ノーマリーブラックモードで表示が行われる。液晶層２６０に電圧が印加されない場合、
液晶層２６０の液晶分子２６２は配向膜２２６、２４６の主面の法線方向とほぼ平行に配
向する。液晶層２６０に所定の電圧よりも高い電圧が印加される場合、液晶層２６０の液
晶分子２６２は配向膜２２６、２４６の主面とほぼ平行に配向する。また、液晶層２６０
に高い電圧が印加される場合、液晶分子２６２はサブ画素内またはサブ画素の特定の領域
内で対称的に配向し、これにより、視野角特性の改善が図られる。なお、ここでは、アク
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ティブマトリクス基板２２０および対向基板２４０は配向膜２２６、２４６をそれぞれ有
していたが、アクティブマトリクス基板２２０および対向基板２４０の少なくとも一方が
対応する配向膜２２６、２４６を有していてもよい。ただし、配向の安定性の観点から、
アクティブマトリクス基板２２０および対向基板２４０の両方が配向膜２２６、２４６を
それぞれ有していることが好ましい。
【００３９】
　図２（ａ）に、液晶表示パネル２００Ａに設けられた画素および画素に含まれるサブ画
素の配列を示す。図２（ａ）には、例示として、３行３列の画素を示している。各画素に
は、３つのサブ画素、すなわち、赤サブ画素Ｒ、緑サブ画素Ｇ、青サブ画素Ｂが行方向に
沿って配列されている。各サブ画素の輝度は独立に制御可能である。なお、液晶表示パネ
ル２００Ａのカラーフィルタの配列は図２（ａ）に示した構成に対応している。
【００４０】
　以下の説明において、便宜上、最低階調レベル（例えば、階調レベル０）に対応するサ
ブ画素の輝度レベルを「０」と表し、最高階調レベル（例えば、階調レベル２５５）に対
応するサブ画素の輝度レベルを「１」と表す。輝度レベルが等しくても、赤、緑および青
サブ画素の実際の輝度は異なり、輝度レベルは、各サブ画素の最高輝度に対する比を示し
ている。例えば、入力信号において画素が黒を示す場合、入力信号に示された階調レベル
ｒ、ｇ、ｂのすべてが最低階調レベル（例えば、階調レベル０）であり、また、入力信号
において画素が白を示す場合、階調レベルｒ、ｇ、ｂのすべてが最高階調レベル（例えば
、階調レベル２５５）である。また、以下の説明において、階調レベルを最高階調レベル
で規格化し、階調レベルを「０」から「１」の範囲で示すこともある。
【００４１】
　図２（ｂ）に、液晶表示装置１００Ａにおける１つの画素の等価回路図を示す。青サブ
画素Ｂに対応するサブ画素電極２２４ｂにはＴＦＴ２３０が接続されている。ＴＦＴ２３
０のゲ－ト電極はゲート配線Ｇａｔｅに接続され、ソース電極はソース配線Ｓｂに接続さ
れている。同様に、赤サブ画素Ｒおよび緑サブ画素Ｇも同様の構成を有している。
【００４２】
　図３に、液晶表示パネル２００Ａの色度図を示す。例えば、赤サブ画素の階調レベルが
最高階調レベルであり、緑および青サブ画素の階調レベルが最低階調レベルである場合、
液晶表示パネル２００Ａは図３におけるＲの色度を示す。また、緑サブ画素の階調レベル
が最高階調レベルであり、赤および青サブ画素の階調レベルが最低階調レベルである場合
、液晶表示パネル２００Ａは図３におけるＧの色度を示す。同様に、青サブ画素の階調レ
ベルが最高階調レベルであり、赤および緑サブ画素の階調レベルが最低階調レベルである
場合、液晶表示パネル２００Ａは図３におけるＢの色度を示す。液晶表示装置１００Ａの
色再現範囲は図３におけるＲ、ＧおよびＢを頂点とする三角形で示される。
【００４３】
　以下、図１、図４および図５を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００Ａを概略的
に説明する。なお、ここでは、説明が過度に複雑になることを避ける目的で、入力信号に
おいて全ての画素が同じ色を示すものとする。また、入力信号における各サブ画素の階調
レベルをｒ、ｇ、ｂと示し、それぞれを基準階調レベルと呼ぶとする。
【００４４】
　図４（ａ）および図４（ｂ）に、液晶表示装置１００Ａにおける液晶表示パネル２００
Ａを示す。図４（ａ）では、入力信号において全ての画素は同じ無彩色を示し、図４（ｂ
）では、入力信号において全ての画素は同じ青を示す。なお、図４（ａ）および図４（ｂ
）において、行方向に隣接する２つの画素に着目し、その一方の画素をＰ１と示し、画素
Ｐ１に属する赤、緑および青サブ画素をそれぞれＲ１、Ｇ１およびＢ１と示す。また、他
方の画素をＰ２と示し、画素Ｐ２に属する赤、緑および青サブ画素をそれぞれＲ２、Ｇ２
およびＢ２と示す。
【００４５】
　まず、図４（ａ）を参照して、入力信号に示された色が無彩色である場合の液晶表示パ
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ネル２００Ａを説明する。なお、入力信号に示された色が無彩色である場合、赤、緑およ
び青サブ画素の階調レベルは互いに等しい。
【００４６】
　液晶表示パネル２００Ａにおいて、隣接する２つの画素のうち一方の画素Ｐ１に属する
赤および緑サブ画素Ｒ１、Ｇ１の輝度は、他方の画素Ｐ２に属する赤および緑サブ画素Ｒ
２、Ｇ２の輝度とそれぞれ等しいが、図１（ａ）に示した青補正部３００ｂが補正を行う
ことにより、液晶表示パネル２００Ａにおいて隣接する２つの画素のうち一方の画素Ｐ１
に属する青サブ画素Ｂ１の輝度は、他方の画素Ｐ２に属する青サブ画素Ｂ２の輝度とは異
なる。例えば、画素Ｐ１に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１はいずれも点
灯しているのに対して、画素Ｐ２に属する赤および緑サブ画素Ｒ２、Ｇ２は点灯している
が、青サブ画素Ｂ２は非点灯である。なお、図４（ａ）では、行方向に沿って隣接する画
素に属する青サブ画素の明暗は反転しており、さらに列方向に沿って隣接する画素に属す
る青サブ画素の明暗も反転している。
【００４７】
　このように、青補正部３００ｂは、隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位と
して青サブ画素の輝度の調整を行うため、入力信号において隣接する２つの画素に属する
青サブ画素の階調レベルが等しい場合であっても、液晶表示パネル２００Ａにおいて当該
２つの青サブ画素の輝度が異なるように階調レベルの補正が行われる。この補正により、
隣接する２つの画素に属する青サブ画素のうちの一方の青サブ画素の輝度はシフト量ΔＳ
αだけ増加し、他方の青サブ画素の輝度はシフト量ΔＳβだけ減少する。このため、隣接
する画素に属する青サブ画素の輝度は互いに異なる。なお、２つの青サブ画素のうち、高
輝度の青サブ画素を明青サブ画素と呼び、低輝度の青サブ画素を暗青サブ画素と呼ぶと、
明青サブ画素の輝度は基準階調レベルに対応する輝度よりも高く、暗青サブ画素の輝度は
基準階調レベルに対応する輝度よりも低い。
【００４８】
　また、例えば、正面方向から見た場合、明青サブ画素の輝度と基準階調レベルに対応す
る輝度との差は、基準階調レベルに対応する輝度と暗青サブ画素の輝度との差と略等しく
、理想的には、シフト量ΔＳαはシフト量ΔＳβと等しい。このため、液晶表示パネル２
００Ａにおける隣接する２つの画素に属する青サブ画素の輝度の正面方向の平均は、入力
信号に示された隣接する２つの青サブ画素の階調レベルに対応する輝度の平均と略等しい
。ここでは、青補正部３００ｂは、行方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素の階
調レベルに対して補正を行っている。
【００４９】
　このように青補正部３００ｂが補正を行う場合、隣接する２つの画素の青サブ画素は異
なる階調－輝度特性（すなわち、ガンマ特性）を有することになり、斜め方向からの視野
角特性が改善される。この場合、厳密にみると、隣接する２つの画素によって表示される
色は異なるが、液晶表示パネル２００Ａの解像度が十分に高ければ、人間の眼には、隣接
する２つの画素によって表示される色の平均の色が認識される。なお、後述するように、
本実施形態の液晶表示装置１００Ａにおいて液晶表示パネル２００Ａの解像度はある程度
高ければよく、青補正部３００ｂは解像度の低下が認識されにくい場合に補正を行う。
【００５０】
　例えば、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベル（ｒ，ｇ，ｂ）が（
５０，５０，５０）である場合、液晶表示装置１００Ａでは、青サブ画素の階調レベルの
補正が行われ、青サブ画素の階調レベルは階調レベル６９（＝（（２×（５０／２５５）
2.2）1/2.2×２５５）または０となる。このため、液晶表示パネル２００Ａにおいて、画
素Ｐ１に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１は、その階調レベルが（５０，
５０，６９）に相当する輝度を呈し、画素Ｐ２に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ２、Ｇ
２、Ｂ２は、その階調レベルが（５０，５０，０）に相当する輝度を呈する。
【００５１】
　また、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（１８６，１８６，
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１８６）である場合、液晶表示装置１００Ａでは、青サブ画素の階調レベルの補正が行わ
れ、青サブ画素の階調レベルは階調レベル２５５（＝（（２×（１８６／２５５）2.2）1

/2.2×２５５）または０となる。このため、液晶表示パネル２００Ａにおいて、画素Ｐ１
に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１は、その階調レベルが（１８６，１８
６，２５５）に相当する輝度を呈し、画素Ｐ２に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ２、Ｇ
２、Ｂ２は、その階調レベルが（１８６，１８６，０）に相当する輝度を呈する。このよ
うに青サブ画素以外のサブ画素が点灯する場合、隣接する２つの画素に属する青サブ画素
の階調レベルが２５５および０であっても、他のサブ画素の点灯により、人間の目には平
均化されて見えることになり、解像度の低下は認識されない。
【００５２】
　次に、図４（ｂ）を参照して、入力信号に示された色が青である場合の液晶表示パネル
２００Ａを説明する。ここでは、入力信号に示された赤および緑サブ画素の階調レベルは
ゼロであり、青サブ画素の階調レベルは中間階調レベルである。この場合、液晶表示パネ
ル２００Ａにおいて赤および緑サブ画素はいずれも非点灯となるため、青サブ画素の解像
度が低いと観察者に認識されやすい。
【００５３】
　この場合、液晶表示装置１００Ａの液晶表示パネル２００Ａにおいて隣接する２つの画
素に属する赤および緑サブ画素の輝度がゼロとなり、また、当該２つの画素に属する青サ
ブ画素の輝度も互いに等しくなるように本実施形態の液晶表示装置１００Ａにおいて青補
正部３００ｂは補正を行わない。例えば、画素Ｐ１に属する赤、緑サブ画素Ｒ１、Ｇ１は
非点灯であり、青サブ画素Ｂ１は点灯しており、同様に、画素Ｐ２に属する赤、緑サブ画
素Ｒ２、Ｇ２は非点灯であり、青サブ画素Ｂ２は点灯している。このように、解像度の低
下が認識されやすい場合には青補正部３００ｂによる補正は行われない。
【００５４】
　例えば、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（０，０，５０）
である場合、液晶表示装置１００Ａでは、青サブ画素の階調レベルの補正が行われないた
め、液晶表示パネル２００Ａにおける画素Ｐ１に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ１、Ｇ
１、Ｂ１は、その階調レベルが（０，０，５０）に相当する輝度を呈し、画素Ｐ２に属す
る赤、緑および青サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２も、その階調レベルが（０，０，５０）に相
当する輝度を呈する。
【００５５】
　また、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（０，０，１８６）
である場合、液晶表示装置１００Ａでは、青サブ画素の階調レベルの補正が行われないた
め、液晶表示パネル２００Ａにおける画素Ｐ１に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ１、Ｇ
１、Ｂ１は、その階調レベルが（０，０，１８６）に相当する輝度を呈し、画素Ｐ２に属
する赤、緑および青サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２も、その階調レベルが（０，０，１８６）
に相当する輝度を呈する。
【００５６】
　以下、図５を参照して青補正部３００ｂによる補正の有無を説明する。ここでは、青補
正部３００ｂによる補正の有無は、例えば、入力信号に示される色のうちの色相に基づい
て異なる。
【００５７】
　図５（ａ）は模式的な色相図であり、ここでは、液晶表示パネル２００Ａの色再現範囲
を正三角形で表している。入力信号に示される色の色相が領域１内にある場合、図１（ａ
）に示した青補正部３００ｂは入力信号に示された階調レベルｂを階調レベルｂ’に補正
する。なお、領域２は、階調レベルｒ、ｇ、ｂのうち階調レベルｂが最も高い場合に相当
しており、領域１はそれ以外の場合に相当している。
【００５８】
　図５（ｂ）に、図５（ａ）における領域１の場合の入力信号における階調レベルｂと補
正後の青サブ画素の階調レベルｂ’との関係を示す。ここで、階調レベルｂ１’は２つの
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隣接する画素のうちの一方の画素の明青サブ画素（例えば、図４における画素Ｐ１の青サ
ブ画素Ｂ１）の階調レベルを示し、階調レベルｂ２’は他方の画素の暗青サブ画素（例え
ば、図４における画素Ｐ２の青サブ画素Ｂ２）の階調レベルを示す。
【００５９】
　階調レベルｂが低い場合、階調レベルｂの増加に伴い階調レベルｂ１’が増加するが、
階調レベルｂ２’はゼロのままである。階調レベルｂの増加に伴い階調レベルｂ１’が最
高階調レベルに達すると、階調レベルｂ２’の増加が開始する。このように、階調レベル
ｂが最低階調レベルおよび最高階調レベル以外である場合、階調レベルｂ１’は階調レベ
ルｂ２’とは異なる。補正部３００Ａがこのように補正を行うことにより、斜め方向から
の視野角特性が改善される。
【００６０】
　図５（ｃ）に、図５（ａ）における領域２の場合の入力信号における階調レベルｂと補
正後の青サブ画素の階調レベルｂ’との関係を示す。入力信号に示される色の色相が図５
（ａ）に示した領域２内にある場合、仮に、図１（ａ）に示した青補正部３００ｂが補正
を行ったとすると、一方の画素に属する明青サブ画素の輝度が他方の画素に属する暗青サ
ブ画素の輝度と異なることが観察者に認識されることがある。このため、青補正部３００
ｂは補正を行わない。この場合、２つの隣接する画素のうちの一方の画素（例えば、図４
における画素Ｐ１）および他方の画素（例えば、図４における画素Ｐ２）の青サブ画素の
階調レベルｂ１’、ｂ２’はそれぞれ入力信号に示された階調レベルｂに等しい。このよ
うに、青補正部３００ｂは解像度の低下が認識されやすい場合には補正を行わない。以上
から、青補正部３００ｂにより、斜め方向からの視野角特性が改善されるとともに解像度
の実質的な低下が抑制される。
【００６１】
　ここで、比較例１、２の液晶表示装置と比較して本実施形態の液晶表示装置１００Ａの
利点を説明する。ここでも、各画素が等しい色を示す入力信号が入力される。
【００６２】
　まず、図６を参照して、比較例１の液晶表示装置を説明する。比較例１の液晶表示装置
では、異なる画素に属する青サブ画素のそれぞれは等しい輝度を示す。
【００６３】
　図６（ａ）および図６（ｂ）に、比較例１の液晶表示装置の模式図を示す。最高階調レ
ベルを２５５として表記すると、図６（ａ）では入力信号に示される赤、緑および青サブ
画素の階調レベルは（５０，５０，５０）であり、図６（ｂ）では、入力信号に示される
赤、緑および青サブ画素の階調レベルは（０，０，５０）である。
【００６４】
　入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（５０，５０，５０）であ
る場合、比較例１の液晶表示装置では、青サブ画素の階調レベルの補正が行われないため
、青サブ画素の輝度は階調レベル５０に対応する。この場合、斜めからみたときの白浮き
が比較的大きい。
【００６５】
　また、入力信号における赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（０，０，５０）であ
る場合、青サブ画素の階調レベルの補正が行われないため、青サブ画素の輝度は階調レベ
ル５０に対応する。この場合、斜めからみたときの白浮きが比較的大きい。
【００６６】
　次に、比較例２の液晶表示装置を説明する。比較例２の液晶表示装置では、青サブ画素
の階調レベルに基づいて補正が行われる。図７（ａ）および図７（ｂ）に、比較例２の液
晶表示装置の模式図を示す。比較例２の液晶表示装置では、異なる画素に属する青サブ画
素のうち行方向および列方向に隣接する青サブ画素は異なる輝度を示し、斜め方向に隣接
する青サブ画素は等しい輝度を示す。
【００６７】
　図７（ａ）では、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（５０，
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５０，５０）であり、図７（ｂ）では、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階
調レベルが（０，０，５０）である。
【００６８】
　入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（５０，５０，５０）であ
る場合、比較例２の液晶表示装置では、青サブ画素の階調レベルの補正が行われるため、
青サブ画素は階調レベル６９（＝（（２×（５０／２５５）2.2）1/2.2×２５５）または
０に対応する輝度を示す。この場合、斜めからみたときの白浮きは抑制されている。
【００６９】
　また、入力信号における赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（０，０，５０）であ
る場合、青サブ画素の階調レベルの補正が行われるため、青サブ画素は階調レベル６９ま
たは０に対応する輝度を示す。この場合、斜めからみたときの白浮きは抑制されている。
しかしながら、すべての赤および緑サブ画素が非点灯であるため、青サブ画素の点灯およ
び非点灯が比較的認識されやすく、青の斑模様に見えてしまい、解像度が低下して見える
。
【００７０】
　次に、図８を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００Ａを説明する。本実施形態の
液晶表示装置１００Ａでは、青サブ画素の階調レベルだけでなく赤および緑サブ画素の階
調レベルに基づいて補正を行う点で比較例２の液晶表示装置とは異なる。
【００７１】
　図８（ａ）では、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（５０，
５０，５０）であり、図８（ｂ）では、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階
調レベルが（０，０，５０）である。
【００７２】
　入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（５０，５０，５０）であ
る場合、本実施形態の液晶表示装置１００Ａでは、青サブ画素の階調レベルの補正が行わ
れ、図８（ａ）に示すように、青サブ画素は階調レベル６９または０に対応する輝度を示
す。この場合、斜めからみたときの白浮きは抑制されている。また、青サブ画素の階調レ
ベル５０の表示は隣接する画素に属する２つの青サブ画素を利用して行われており、厳密
には、青の解像度が低下しているが、赤および緑サブ画素が点灯しているため、実際には
人間の目の特性上青サブ画素の解像度の低下は認識されない。
【００７３】
　一方、入力信号における赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（０，０，５０）であ
る場合、青サブ画素の階調レベルの補正は行われず、図８（ｂ）に示すように、各青サブ
画素は階調レベル５０に対応する輝度を示す。この場合、すべての赤および緑サブ画素が
非点灯であるが、すべての青サブ画素が点灯しており、解像度の低下が抑制される。
【００７４】
　本実施形態の液晶表示装置１００Ａにおける青補正部３００ｂの補正は青サブ画素だけ
でなく赤、緑サブ画素の階調レベルに基づいて行われる。このため、青サブ画素の階調レ
ベルが等しくても、赤サブ画素および緑サブ画素の階調レベルが異なる場合、青補正部３
００ｂにおける青サブ画素の階調レベルの補正の有無が異なる。
【００７５】
　このように、補正部３００Ａは、所定の条件を満たす場合、入力信号に示された階調レ
ベルｒｇｂの補正を行い、別の条件を満たす場合、入力信号に示された階調レベルｒｇｂ
の補正を行わない。補正部３００Ａが補正を行うことにより、斜め方向からの視野角特性
が改善される。なお、厳密には、補正により、解像度が低下することになるが、補正部３
００Ａは解像度の低下が認識されにくい場合にのみ補正を行う。反対に、補正部３００Ａ
は解像度の低下が認識されやすい場合に補正を行わない。このような補正部３００Ａによ
り、斜め方向からの視野角特性が改善されるとともに解像度の実質的な低下が抑制される
。
【００７６】



(18) JP WO2010/073687 A1 2010.7.1

10

20

30

40

50

　以下、図９および図１０を参照して、青補正部３００ｂを説明する。図９に、青補正部
３００ｂの模式図を示す。図９において、入力信号に示された階調レベルｒ１、ｇ１、ｂ
１は図４に示した画素Ｐ１に属する各サブ画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１に相当するものであり、
入力信号に示された階調レベルｒ２、ｇ２、ｂ２は画素Ｐ２に属する各サブ画素Ｒ２、Ｇ
２、Ｂ２に相当するものである。ここでは、階調レベルｒ１、ｒ２、ｇ１、ｇ２は青補正
部３００ｂにおいて補正されないのに対して、階調レベルｂ１およびｂ２の補正は以下の
ように行われる。
【００７７】
　まず、加算部３１０ｂを用いて階調レベルｂ１と階調レベルｂ２の平均が求められる。
以下の説明において、階調レベルｂ１およびｂ２の平均を平均階調レベルｂaveと示す。
同様に、加算部３１０ｒを用いて階調レベルｒ１と階調レベルｒ２との平均が求められる
。また、加算部３１０ｇを用いて階調レベルｇ１と階調レベルｇ２との平均が求められる
。以下の説明において、階調レベルｒ１およびｒ２の平均を平均階調レベルｒaveと示し
、階調レベルｇ１およびｇ２の平均を平均階調レベルｇaveと示す。
【００７８】
　色相判定部３４０は入力信号に示された色の色相を判定する。色相判定部３４０は平均
階調レベルｒave、ｇave、ｂaveを利用して色相の判定を行う。例えば、ｒave＞ｂave、
ｇave＞ｂaveおよびｂave＝０のいずれかを満たす場合、色相判定部３４０は色相が青で
はないと判定する。また、例えば、ｂave＞０かつｒave＝ｇave＝０を満たす場合、色相
判定部３４０は色相が青であると判定する。
【００７９】
　青変換部３１５ｂは、色相判定部３４０の判定に基づいて青サブ画素の階調レベルｂ１
、ｂ２の変換を行う。色相判定部３４０において色相が青ではないと判定された場合、青
変換部３１５ｂは、青サブ画素の階調レベルｂ１、ｂ２をｂ１’、ｂ２’に変換する。こ
の変換は、斜め方向からの相対輝度が正面方向からの相対輝度に近くなるように行われる
。
【００８０】
　青変換部３１５ｂは、補正を行う場合、入力信号に示された青サブ画素の階調レベルｂ
に基づいて階調レベルｂ’を出力する。図１０に、補正を行う場合の入力される階調レベ
ルｂと出力される階調レベルｂ’との関係を示す。階調レベルｂ１’はｂ１＋Δｂ１とな
り、階調レベルｂ２’はｂ２－Δｂ２となる。
【００８１】
　青変換部３１５ｂは、この関係に基づいて階調レベルｂ１を階調レベルｂ１’に変換し
て出力し、階調レベルｂ２を階調レベルｂ２’に変換して出力する。青変換部３１５ｂは
ルックアップテーブルを参照して変換を行ってもよい。あるいは、青変換部３１５ｂは、
所定の演算により、階調レベルｂに基づいて階調レベルｂ’を決定してもよい。液晶表示
パネル２００Ａにおいて、階調レベルｂ１’、ｂ２’により、青サブ画素Ｂ１は輝度レベ
ルＹb1とシフト量ΔＳαとの和に相当する輝度を示し、青サブ画素Ｂ２は輝度レベルＹb2

とシフト量ΔＳβとの差に相当する輝度を示す。
【００８２】
　また、色相判定部３４０において色相が青であると判定された場合、青変換部３１５ｂ
は、青サブ画素の階調レベルｂ１、ｂ２を変換することなく階調レベルｂ１、ｂ２のまま
出力する。この場合、階調レベルｂ１は階調レベルｂ２と等しい。なお、液晶表示パネル
２００Ａにおいて階調レベルｂ１’、ｂ２’に対応する正面方向の輝度の平均は階調レベ
ルｂ１、ｂ２に対応する正面方向の輝度の平均とほぼ等しい。
【００８３】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置１００Ａは青補正部３００ｂを備えており、
赤、緑および青サブ画素の階調レベルに基づいて青サブ画素の輝度の調整を行うことによ
り、視野角特性の改善とともに解像度の低下を抑制できる。また、上述した説明では、青
補正部３００ｂは、赤、緑および青サブ画素の階調レベルに基づいて青サブ画素の階調レ
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ベルの補正の有無が決定され、液晶表示パネル２００Ａにおいて赤、緑および青サブ画素
の輝度は所定のシフト量ΔＳα、ΔＳβだけ変化したが、本発明はこれに限定されない。
青補正部３００ｂは、赤、緑および青サブ画素の階調レベルに基づいて青サブ画素の階調
レベルの補正の有無だけでなく補正を行う場合のシフト量ΔＳα、ΔＳβを変化させても
よい。
【００８４】
　以下、図１１を参照して、青補正部３００ｂの具体的な構成を説明する。図１１におい
て、入力信号に示された階調レベルｒ１、ｇ１、ｂ１は図４に示した画素Ｐ１に属する各
サブ画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１に相当するものであり、入力信号に示された階調レベルｒ２、
ｇ２、ｂ２は画素Ｐ２に属する各サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２に相当するものである。この
補正部３００Ａにおいて、青サブ画素Ｂ１、Ｂ２の輝度レベルのシフト量ΔＳα、ΔＳβ
は以下のように求められる。
【００８５】
　まず、加算部３１０ｂを用いて階調レベルｂ１と階調レベルｂ２の平均階調レベルｂav

eが求められる。次に、階調差レベル部３２０は、１つの平均階調レベルｂaveに対して２
つの階調差レベルΔｂα、Δｂβを与える。階調差レベルΔｂαは明青サブ画素に対応し
ており、階調差レベルΔｂβは暗青サブ画素に対応している。
【００８６】
　このように、階調差レベル部３２０では平均階調レベルｂaveに対応して２つの階調差
レベルΔｂα、Δｂβが与えられる。平均階調レベルｂaveおよび階調差レベルΔｂα、
Δｂβは、例えば、図１２（ａ）に示す所定の関係を有している。平均階調レベルｂave

が低階調から所定の中間階調になるにつれて、階調差レベルΔｂαおよび階調差レベルΔ
ｂβは大きくなり、平均階調レベルｂaveが所定の中間階調から高階調になるにつれて、
階調差レベルΔｂαおよび階調差レベルΔｂβは小さくなる。階調差レベル部３２０は、
平均階調レベルｂaveに対して、ルックアップテーブルを参照して階調差レベルΔｂα、
Δｂβを決定してもよい。あるいは、階調差レベル部３２０は、所定の演算により、平均
階調レベルｂaveに基づいて階調差レベルΔｂα、Δｂβを決定してもよい。
【００８７】
　次に、階調輝度変換部３３０は、階調差レベルΔｂαを輝度差レベルΔＹbαに変換し
、階調差レベルΔｂβを輝度差レベルΔＹbβに変換する。輝度差レベルΔＹbα、ΔＹb

βが大きくなるほどシフト量ΔＳα、ΔＳβは大きくなる。なお、理想的には、シフト量
ΔＳαはΔＳβと等しい。このため、階調差レベル部３２０において階調差レベルΔｂα
およびΔｂβの一方のみが与えられ、それに応じてシフト量ΔＳαおよびΔＳβの一方の
みが与えられてもよい。
【００８８】
　一方、加算部３１０ｒを用いて階調レベルｒ１と階調レベルｒ２との平均階調レベルｒ

aveが求められる。また、加算部３１０ｇを用いて階調レベルｇ１と階調レベルｇ２との
平均階調レベルｇaveが求められる。
【００８９】
　色相判定部３４０は入力信号に示された色の色相を判定する。色相判定部３４０は平均
階調レベルｒave、ｇave、ｂaveを利用して色相係数Ｈｂを求める。色相係数Ｈｂは色相
に応じて変化する関数であり、具体的には、表示される色の青成分が増加するほど減少す
る関数である。例えば、関数Ｍａｘを複数の変数のうちの最も高いものを示す関数とし、
関数Ｓｅｃｏｎｄを複数の変数のうちの二番目に高いものを示す関数とすると、Ｍ＝ＭＡ
Ｘ（ｒave，ｇave，ｂave）とし、Ｓ＝Ｓｅｃｏｎｄ（ｒave，ｇave，ｂave）である場合
、色相係数Ｈｂは、Ｈｂ＝Ｓ／Ｍ（ｂave≧ｒave、ｂave≧ｇaveかつｂave＞０）と表さ
れる。具体的には、ｂave≧ｇave≧ｒaveかつｂave＞０の場合、Ｈｂ＝ｇave／ｂaveであ
る。また、ｂave≧ｒave≧ｇaveかつｂave＞０の場合、Ｈｂ＝ｒave／ｂaveである。なお
、ｂave＜ｒave、ｂave＜ｇaveおよびｂave＝０の少なくとも１つを満たす場合、Ｈｂ＝
１である。
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【００９０】
　次に、シフト量ΔＳα、ΔＳβを求める。シフト量ΔＳαはΔＹbαと色相係数Ｈｂと
の積によって表され、シフト量ΔＳβはΔＹbβと色相係数Ｈｂとの積によって表される
。乗算部３５０は輝度差レベルΔＹbα、ΔＹbβと色相係数Ｈｂとの乗算を行い、これに
より、シフト量ΔＳα、ΔＳβが得られる。
【００９１】
　また、階調輝度変換部３６０ａが階調レベルｂ１に対して階調輝度変換を行い、輝度レ
ベルＹb1を得る。輝度レベルＹb1は例えば以下の式にしたがって得られる。
　　Ｙb1＝ｂ１2.2（ここで、０≦ｂ１≦１）
同様に、階調輝度変換部３６０ｂは階調レベルｂ２に対して階調輝度変換を行い、輝度レ
ベルＹb2を得る。
【００９２】
　次に、加減算部３７０ａにおいて輝度レベルＹb1とシフト量ΔＳαとを加算し、さらに
、輝度階調変換部３８０ａにおいて輝度階調変換を行うことにより、階調レベルｂ１’が
得られる。また、加減算部３７０ｂにおいて輝度レベルＹb2からシフト量ΔＳβを減算し
、さらに、輝度階調変換部３８０ｂにおいて輝度階調変換を行うことにより、階調レベル
ｂ２’が得られる。なお、入力信号において画素が中間階調の無彩色を示す場合、一般に
、入力信号に示された階調レベルｒ、ｇ、ｂは互いに等しいため、液晶表示パネル２００
Ａにおける輝度レベルＹb1’は輝度レベルＹrおよびＹgよりも高く、輝度レベルＹb2’は
輝度レベルＹrおよびＹgよりも低い。また、輝度レベルＹb1’と輝度レベルＹb2’との平
均は輝度レベルＹrおよびＹgとほぼ等しい。
【００９３】
　図１２（ｂ）に、液晶表示パネル２００Ａに入力される青サブ画素の階調レベルを示し
ている。入力信号に示される色は例えば無彩色であり、色相係数Ｈｂは１である。階調差
レベル部３２０において階調差レベルΔｂα、Δｂβが与えられることに伴い、階調レベ
ルｂ１’はｂ１＋Δｂ１となり、階調レベルｂ２’はｂ２－Δｂ２となる。以上のように
階調レベルｂ１’、ｂ２’により、青サブ画素Ｂ１は輝度レベルＹb1とシフト量ΔＳαと
の和に相当する輝度を示し、青サブ画素Ｂ２は輝度レベルＹb2とシフト量ΔＳβとの差に
相当する輝度を示す。これに対して、色相係数Ｈｂが０の場合、階調レベルｂ１’、ｂ２
’として入力信号に示された青サブ画素の階調レベルｂ１、ｂ２が出力される。
【００９４】
　上述したように、シフト量ΔＳα、ΔＳβは色相係数Ｈｂをパラメータとして含む関数
で表され、シフト量ΔＳα、ΔＳβは色相係数Ｈｂの変化に応じて変化する。以下、図１
３を参照して青補正部３００ｂによる色相係数の変化を説明する。図１３は模式的な色相
図であり、液晶表示パネル２００Ａの色再現範囲が正三角形で表されている。例えば、入
力信号における階調レベルがｒave＝ｇave＝ｂaveの場合、色相係数Ｈｂは１となり、同
様に、０＝ｒave＜ｇave＝ｂaveの場合、色相係数Ｈｂは１となる。また、０＝ｒave＝ｇ

ave＜ｂaveの場合、色相係数Ｈｂは０となる。
【００９５】
　例えば、赤、緑および青サブ画素の階調レベル（ｒave，ｇave，ｂave）が、最高階調
レベルを２５５として表記して（１２８，１２８，１２８）である場合、色相係数Ｈｂが
１であるため、シフト量ΔＳα、ΔＳβはΔＹbα、ΔＹbβとなるのに対して、（ｒave

，ｇave，ｂave）が（０，０，１２８）である場合、色相係数Ｈｂが０となり、シフト量
ΔＳα、ΔＳβは０となる。また、（ｒave，ｇave，ｂave）がこれらの中間の（６４，
６４，１２８）である場合、Ｈｂ＝０．５となり、シフト量ΔＳα、ΔＳβは０．５×Δ
Ｙbα、０．５×ΔＹbβであり、Ｈｂが１．０の場合の半分の値になる。このようにシフ
ト量ΔＳα、ΔＳβは入力信号の色相に応じて連続的に変化し、表示特性の突発的な変化
が抑制される。なお、図１２（ｂ）は色相係数Ｈｂが１の場合の結果を示すグラフである
が、色相係数Ｈｂが０の場合、入力信号に示された階調レベルｂ１（＝ｂ２）と出力され
る階調レベルｂ１’、ｂ２’がそれぞれ同じ値になる。このように色相係数Ｈｂを用いる
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ことにより、赤および緑サブ画素が非点灯である場合、入力信号における青サブ画素の階
調レベルと同じ階調レベルが出力されることになり、青の解像度の低下が起こらない。一
方、赤サブ画素や緑サブ画素が点灯する場合、例えば、入力信号において各サブ画素の階
調レベルが互いに略等しい場合、厳密には青の解像度の低下が生じるが、実際には青の解
像度の低下は人間の視覚特性上それほど気にならない。さらに、色相係数Ｈｂは、赤およ
び緑サブ画素が非点灯である場合と無彩色の場合との間で連続的に変化する関数であるた
め、表示上の突発的な変化を抑制することができる。
【００９６】
　このように、青補正部３００ｂは、入力信号に示される色に応じてシフト量を変化させ
ており、結果として、視野角特性の改善とともに解像度の低下が抑制される。なお、図１
１に示した青補正部３００ｂでは、階調差レベル部３２０において平均階調レベルｂave

に対する階調差レベルを求めており、これを利用することにより、色相に応じたシフト量
の変更が容易に行われている。
【００９７】
　なお、上述した説明では、入力信号に示された階調レベルｂ１は階調レベルｂ２と等し
かったが、本発明はこれに限定されない。入力信号に示された階調レベルｂ１は階調レベ
ルｂ２と異なってもよい。ただし、階調レベルｂ１が階調レベルｂ２と異なる場合、図１
１に示した階調輝度変換部３６０ａにおいて階調輝度変換の行われた輝度レベルＹb1は階
調輝度変換部３６０ｂにおいて階調輝度変換の行われた輝度レベルＹb2とは異なる。特に
テキスト表示時など隣接画素の階調レベルの差が大きい場合、輝度レベルＹb1と輝度レベ
ルＹb2との差は顕著に大きくなる。
【００９８】
　具体的には、階調レベルｂ１が階調レベルｂ２よりも高い場合、輝度階調変換部３８０
ａにおいて輝度レベルＹb1とシフト量ΔＳαとの和に基づいて輝度階調変換が行われ、輝
度階調変換部３８０ｂにおいて輝度レベルＹb2とシフト量ΔＳβとの差に基づいて輝度階
調変換が行われる。この場合、図１４に示すように、階調レベルｂ１’に対応する輝度レ
ベルＹb1'は階調レベルｂ１に対応する輝度レベルＹb1よりもシフト量ΔＳαだけさらに
高くなり、階調レベルｂ２’に対応する輝度レベルＹb2'は階調レベルｂ２に対応する輝
度レベルＹb2よりもシフト量ΔＳβだけさらに低くなり、階調レベルｂ１’に対応する輝
度と階調レベルｂ２’に対応する輝度との差が階調レベルｂ１に対応する輝度と階調レベ
ルｂ２に対応する輝度との差よりも大きくなってしまう。
【００９９】
　ここで、複数の画素のうちの２行２列に配列された４つの画素に着目し、４つの画素の
うち、左上、右上、左下、右下に配列されたものを画素Ｐ１～Ｐ４とする。また、画素Ｐ
１～Ｐ４に対応する入力信号における青サブ画素の階調レベルをｂ１～ｂ４とする。図８
（ａ）を参照して上述したように、入力信号における各サブ画素が同じ色を示す場合、す
なわち、階調レベルｂ１～ｂ４が互いに等しい場合、階調レベルｂ１’は階調レベルｂ２
’よりも高く、また、階調レベルｂ４’は階調レベルｂ３’よりも高い。
【０１００】
　また、入力信号において画素Ｐ１、Ｐ３が高階調を示し、画素Ｐ２、Ｐ４が低階調を示
し、画素Ｐ１、Ｐ３と画素Ｐ２、Ｐ４との間に表示の境界が形成されるとする。階調レベ
ルｂ１、ｂ２はｂ１＞ｂ２であり、階調レベルｂ３、ｂ４はｂ３＞ｂ４である。この場合
、階調レベルｂ１’に対応する輝度と階調レベルｂ２’に対応する輝度との差が階調レベ
ルｂ１に対応する輝度と階調レベルｂ２に対応する輝度との差よりも大きくなる。これに
対して、階調レベルｂ３’に対応する輝度と階調レベルｂ４’に対応する輝度との差は階
調レベルｂ３に対応する輝度と階調レベルｂ４に対応する輝度との差よりも小さくなる。
【０１０１】
　なお、上述したように、入力信号に示された色が単色（例えば、青）の場合、色相係数
Ｈｂが０または０に近いため、シフト量が減少し、入力信号がそのまま出力されるため解
像度が維持できる。しかしながら、無彩色の場合、色相係数Ｈｂが１または１に近いため
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、補正前と比べて画素列ごとに輝度差が大きくなったり小さくなったりして、エッジなど
が「がたがた」するように見えてしまい解像度が損なわれることがある。なお、階調レベ
ルｂ１とｂ２が等しいかまたは近い場合は、人間の視覚特性上あまり気にならないが、階
調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が大きいほど、この傾向は顕著になる。
【０１０２】
　以下、図１５を参照して具体的に説明する。ここでは、入力信号において輝度の比較的
低い無彩色（暗いグレー）の背景に１画素分の幅で輝度の比較的高い無彩色（明るいグレ
ー）の直線を表示するとする。この場合、理想的には、観察者には、比較的明るいグレー
の直線が認識される。
【０１０３】
　図１５（ａ）に、比較例１の液晶表示装置における青サブ画素の輝度を示す。なお、こ
こでは、青サブ画素のみを示している。また、入力信号に示された４つの画素Ｐ１～Ｐ４
の青サブ画素の階調レベルｂ１～ｂ４において、階調レベルｂ１、ｂ２はｂ１＞ｂ２の関
係を有しており、階調レベルｂ３、ｂ４はｂ３＞ｂ４の関係を有している。この場合、比
較例１の液晶表示装置では、４つの画素Ｐ１～Ｐ４の青サブ画素は、入力信号に示された
階調レベルｂ１～ｂ４に対応する輝度を呈する。
【０１０４】
　図１５（ｂ）に、液晶表示装置１００Ａにおける青サブ画素の輝度を示す。液晶表示装
置１００Ａでは、例えば、画素Ｐ１の青サブ画素の階調レベルｂ１’は階調レベルｂ１よ
りも高くなるとともに画素Ｐ２の青サブ画素の階調レベルｂ２’は階調レベルｂ２よりも
低くなる。一方、画素Ｐ３の青サブ画素の階調レベルｂ３’は階調レベルｂ３よりも低く
なるとともに画素Ｐ４の青サブ画素の階調レベルｂ４’は階調レベルｂ４よりも高くなる
。このように、入力信号に対応する階調レベルに対する階調レベル（輝度）の増減は行方
向および列方向に隣接する画素に対して交互に行われる。このため、図１５（ａ）と図１
５（ｂ）との比較から理解されるように、液晶表示装置１００Ａでは、階調レベルｂ１’
と階調レベルｂ２’との差は入力信号に示された階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差
よりも大きくなる。また、階調レベルｂ３’と階調レベルｂ４’との差は入力信号に示さ
れた階調レベルｂ３と階調レベルｂ４との差よりも小さくなる。この結果、液晶表示装置
１００Ａでは、入力信号において比較的高い階調レベルｂ１、ｂ３に対応する画素Ｐ１お
よびＰ３を含む列に加え、入力信号において比較的低い階調レベルｂ４に対応する画素Ｐ
４の青サブ画素も比較的高い輝度を呈することになる。この場合、入力信号において比較
的明るいグレーの直線を表示するための画像が示されていても、液晶表示装置１００Ａで
は、図１５（ｃ）に示すように、比較的明るいグレーの直線とともに直線に隣接して青の
点線が表示されることになり、グレーの直線の輪郭における表示品質が著しく低下する。
【０１０５】
　上述した説明では、シフト量ΔＳα、ΔＳβは輝度差レベルΔＹbα、ΔＹbβと色相係
数Ｈｂとの積で求められたが、このような現象を回避するため、シフト量ΔＳα、ΔＳβ
の決定を行う際に別のパラメータを用いてもよい。一般に、画像においてテキスト等に見
られるような列方向への直線表示部分の画素と隣接する背景表示に対応する画素とのエッ
ジに相当する部分では階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が大きいため、色相係数Ｈ
ｂが１に近いと、補正により、階調レベルｂ１’と階調レベルｂ２’との差が更に大きく
なり、画質が低下することがある。このため、シフト量ΔＳα、ΔＳβのパラメータとし
て、入力信号に示される隣接画素の色の連続性を示す連続係数を加えてもよい。階調レベ
ルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的大きい場合には、シフト量ΔＳα、ΔＳβが連続
係数に応じて変化することにより、シフト量ΔＳα、ΔＳβがゼロまたは小さくなり、画
質の低下を抑制できる。例えば、階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的小さい
場合には、連続係数が大きくなり、隣接する画素に属する青サブ画素の輝度の調整が行わ
れるが、画像の境界領域において階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的大きい
場合には連続係数が小さくなり、青サブ画素の輝度の調整が行われなくてもよい。
【０１０６】
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　以下、図１６を参照して、上述したように青サブ画素の輝度の調整を行う青補正部３０
０ｂ’を説明する。なお、ここでは、連続係数に代えてエッジ係数を用いている。青補正
部３００ｂ’は、エッジ判定部３９０および係数算出部３９５を備える点を除いて、図１
１を参照して上述した青補正部３００ｂと同様の構成を有しており、冗長を避けるため、
重複する説明は省略する。
【０１０７】
　エッジ判定部３９０は、入力信号に示された階調レベルｂ１、ｂ２に基づいてエッジ係
数ＨＥを得る。エッジ係数ＨＥは隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調レベルの差が
大きいほど増加する関数である。階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的大きい
場合、すなわち、階調レベルｂ１と階調レベルｂ２の連続性が低い場合、エッジ係数ＨＥ
は高い。反対に、階調レベルｂ１と階調レベルｂ２との差が比較的小さい場合、すなわち
、階調レベルｂ１と階調レベルｂ２の連続性が高い場合、エッジ係数ＨＥは低い。このよ
うに、隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調レベルの連続性（または上述した連続係
数）が低いほど、エッジ係数ＨＥは高く、階調レベルの連続性（または上述した連続係数
）が高いほど、エッジ係数ＨＥは低い。
【０１０８】
　また、エッジ係数ＨＥは、隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調レベルの差に応じ
て連続的に変化する。例えば、入力信号において、隣接する画素中の青サブ画素の階調レ
ベルの差の絶対値を｜ｂ１－ｂ２｜とし、ＭＡＸ＝ＭＡＸ（ｂ１，ｂ２）とすると、エッ
ジ係数ＨＥはＨＥ＝｜ｂ１－ｂ２｜／ＭＡＸと表される。ただし、ＭＡＸ＝０の場合はＨ
Ｅ＝０である。
【０１０９】
　次に、係数算出部３９５は、色相判定部３４０において得られた色相係数Ｈｂ、および
、エッジ判定部３９０において得られたエッジ係数ＨＥに基づいて補正係数ＨＣを得る。
補正係数ＨＣは、例えば、ＨＣ＝Ｈｂ－ＨＥと表される。また、係数算出部３９５におい
て補正係数ＨＣが０～１の範囲に収まるようにクリッピングが行われてもよい。次に、乗
算部３５０は補正係数ＨＣと輝度差レベルΔＹBα、ΔＹBβとの乗算によってシフト量Δ
Ｓα、ΔＳβを得る。
【０１１０】
　このように青補正部３００ｂ’では、色相係数Ｈｂおよびエッジ係数ＨＥに基づいて得
られた補正係数ＨＣと輝度差レベルΔＹBα、ΔＹBβとの乗算によってシフト量ΔＳα、
ΔＳβを得ている。上述したように、エッジ係数ＨＥは、入力信号に示された隣接する画
素に含まれる青サブ画素の階調レベルの差が大きいほど増加する関数であるため、エッジ
係数ＨＥの増加に伴い輝度分配を支配する補正係数ＨＣが減少し、エッジのがたがたを抑
制できる。また、色相係数Ｈｂは既に述べたように連続的に変化する関数であり、エッジ
係数ＨＥも隣接する画素に含まれる青サブ画素の階調レベルの差に応じて連続的に変化す
る関数であるため、補正係数ＨＣも連続的に変化し、表示上の突発的な変化を抑制できる
。
【０１１１】
　なお、上述した説明では、色相判定およびレベル差の決定は平均階調レベルに基づいて
行われたが、本発明はこれに限定されない。色相判定およびレベル差の決定は平均輝度レ
ベルに基づいて行われてもよい。ただし、輝度レベルは階調レベルの２．２乗したもので
あり、輝度レベルは階調レベルの２．２乗の精度を必要とする。このため、輝度差レベル
を格納するルックアップテーブルは大きな回路規模を必要とするのに対して、階調差レベ
ルを格納するルックアップテーブルは小さな回路規模で実現できる。
【０１１２】
　また、上述した説明では、色相の変化に応じて斜め方向からの色が連続的に変化するよ
うに色相係数を変化させたが、これにより、カラーシフトを抑制してもよい。
【０１１３】
　入力信号における赤、緑および青サブ画素の階調レベルｒ、ｇ、ｂがｒ＞ｂ＞ｇの関係
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を有する場合、赤色が斜め方向から見るとマゼンダを帯びて見えることがある。例えば、
入力信号における赤、緑および青サブ画素の階調レベル（ｒave，ｇave，ｂave）が（２
００，０，５０）であり、青みを帯びた赤色の表示を行う場合、比較例１の液晶表示装置
における正面方向と斜め６０°方向のｘ、ｙ、Ｙ値および正面方向との色度差Δｕ’ｖ’
を表１に示す。
【０１１４】
【表１】

【０１１５】
　比較例１の液晶表示装置の斜めからの色は正面からの色と比べてマゼンダを帯びて見え
る。
【０１１６】
　本実施形態の液晶表示装置１００Ａでは、入力信号における赤、緑および青サブ画素の
階調レベル（ｒave，ｇave，ｂave）が（２００，０，５０）である場合、階調レベルｂ
１’、ｂ２’は階調レベル６９および階調レベル０となる。この場合の正面方向と斜め６
０°方向のｘ、ｙ、Ｙ値および正面方向との色度差Δｕ’ｖ’を表２に示す。
【０１１７】

【表２】

【０１１８】
　このように、本実施形態の液晶表示装置１００Ａでは、青サブ画素の輝度を補正するこ
とにより、マゼンタへのカラーシフトの抑制が行われる。
【０１１９】
　また、入力信号における青サブ画素の階調レベルｂ（≠０）が赤および緑サブ画素の階
調レベルｒ、ｇよりも低い場合、例えば、黄色の表示が行われる場合、青の視野角特性の
改善により、白へのカラーシフトを抑制することができる。同様に、入力信号における赤
、緑および青サブ画素の階調レベルｒ、ｇ、ｂがｇ＞ｂ＞ｒの関係を有する場合、例えば
、青みを帯びた緑の表示を行う場合、シアンへのカラーシフトを抑制することができる。
【０１２０】
　なお、上述したように、液晶表示パネル２００ＡはＶＡモードで動作する。ここで、液
晶表示パネル２００Ａの具体的な構成例を説明する。例えば、液晶表示パネル２００Ａは
ＭＶＡモードで動作してもよい。まず、図１７（ａ）～図１７（ｃ）を参照してＭＶＡモ
ードの液晶表示パネル２００Ａの構成を説明する。
【０１２１】
　液晶表示パネル２００Ａは、画素電極２２４と、画素電極２２４と対向する対向電極２
４４と、画素電極２２４と対向電極２４４との間に設けられた垂直配向型の液晶層２６０
とを含む。なお、ここでは、配向膜を図示していない。
【０１２２】
　液晶層２６０の画素電極２２４側にはスリット２２７やリブ２２８が設けられており、
液晶層２６０の対向電極２４４側にはスリット２４７やリブ２４８が設けられている。液
晶層２６０の画素電極２２４側に設けられたスリット２２７やリブ２２８は第１配向規制
手段とも呼ばれ、液晶層２６０の対向電極２４４側に設けられたスリット２４７やリブ２
４８は第２配向規制手段とも呼ばれる。
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【０１２３】
　第１配向規制手段と第２配向規制手段との間に規定される液晶領域においては、液晶分
子２６２は、第１配向規制手段および第２配向規制手段からの配向規制力を受け、画素電
極２２４と対向電極２４４との間に電圧が印加されると、図中に矢印で示した方向に倒れ
る（傾斜する）。すなわち、それぞれの液晶領域において液晶分子２６２は一様な方向に
倒れるので、それぞれの液晶領域はドメインとみなすことができる。
【０１２４】
　第１配向規制手段および第２配向規制手段（これらを総称して「配向規制手段」と呼ぶ
ことがある。）は各サブ画素内で、それぞれ帯状に設けられており、図１７（ａ）～図１
７（ｃ）は帯状の配向規制手段の延設方向に直交する方向における断面図である。各配向
規制手段のそれぞれの両側に液晶分子２６２が倒れる方向が互いに１８０°異なる液晶領
域（ドメイン）が形成される。配向規制手段としては、特開平１１－２４２２２５号公報
に開示されているような種々の配向規制手段（ドメイン規制手段）を用いることができる
。
【０１２５】
　図１７（ａ）では、第１配向規制手段としてスリット（導電膜が存在しない部分）２２
７が設けられ、第２配向規制手段としてリブ（突起）２４８が設けられている。スリット
２２７およびリブ２４８はそれぞれ帯状（短冊状）に延設されている。スリット２２７は
、画素電極２２４と対向電極２４４との間に電位差が形成されたときに、スリット２２７
の端辺近傍の液晶層２６０に斜め電界を生成し、スリット２２７の延設方向に直交する方
向に液晶分子２６２を配向させるように作用する。リブ２４８はその側面２４８ａに略垂
直に液晶分子２６２を配向させることにより、液晶分子２６２をリブ２４８の延設方向に
直交する方向に配向させるように作用する。スリット２２７とリブ２４８とは、一定の間
隔をあけて互いに平行に配置されており、互いに隣接するスリット２２７とリブ２４８と
の間に液晶領域（ドメイン）が形成される。
【０１２６】
　図１７（ｂ）では、第１配向規制手段および第２配向規制手段としてそれぞれリブ２２
８とリブ２４８が設けられている点において、図１７（ａ）に示した構成とは異なる。リ
ブ２２８とリブ２４８とは、一定の間隔をあけて互いに平行に配置されており、リブ２２
８の側面２２８ａおよびリブ２４８の側面２４８ａに液晶分子２６２を略垂直に配向させ
るように作用することによって、これらの間に液晶領域（ドメイン）が形成される。
【０１２７】
　図１７（ｃ）では、第１配向規制手段および第２配向規制手段としてそれぞれスリット
２２７とスリット２４７とが設けられている点において、図１７（ａ）に示した構成とは
異なる。スリット２２７とスリット２４７とは、画素電極２２４と対向電極２４４との間
に電位差が形成されたときに、スリット２２７および２４７の端辺近傍の液晶層２６０に
斜め電界を生成し、スリット２２７および２４７の延設方向に直交する方向に液晶分子２
６２を配向させるように作用する。スリット２２７とスリット２４７とは、一定の間隔を
あけて互いに平行に配置されており、これらの間に液晶領域（ドメイン）が形成される。
【０１２８】
　上述したように、第１配向規制手段および第２配向規制手段として、リブまたはスリッ
トを任意の組み合わせで用いることができる。図１７（ａ）に示した液晶表示パネル２０
０Ａの構成を採用すると、製造工程の増加を抑制できるという利点が得られる。画素電極
にスリットを設けても付加的な工程は必要なく、一方、対向電極については、リブを設け
る方がスリットを設けるよりも工程数の増加が少ない。もちろん、配向規制手段としてリ
ブだけを用いる構成、あるいはスリットだけを用いる構成を採用してもよい。
【０１２９】
　図１８は、液晶表示パネル２００Ａの断面構造を模式的に示す部分断面図であり、図１
９は、液晶表示パネル２００Ａの１つのサブ画素に対応する領域を模式的に示す平面図で
ある。スリット２２７は帯状に延設されており、隣接するリブ２４８とは互いに平行に配
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設されている。
【０１３０】
　絶縁基板２２２の液晶層２６０側の表面には、図示しないゲート配線（走査線）および
ソース配線（信号線）とＴＦＴが設けられており、さらにこれらを覆う層間絶縁膜２２５
が設けられている。この層間絶縁膜２２５上に画素電極２２４が形成されている。画素電
極２２４と対向電極２４４とは、液晶層２６０を介して互いに対向している。
【０１３１】
　画素電極２２４には帯状のスリット２２７が形成されており、スリット２２７を含む画
素電極２２４上のほぼ全面に垂直配向膜（不図示）が形成されている。スリット２２７は
、図１９に示すように、帯状に延設されている。隣接する２つのスリット２２７は互いに
平行に配設されており、且つ、隣接するリブ２４８の間隔を略二等分するように配置され
ている。
【０１３２】
　互いに平行に延設された帯状のスリット２２７とリブ２４８との間の領域では、その両
側のスリット２２７およびリブ２４８によって液晶分子２６２の配向方向が規制されてお
り、スリット２２７およびリブ２４８のそれぞれの両側に液晶分子２６２の配向方向が互
いに１８０°異なるドメインが形成されている。液晶表示パネル２００Ａでは、図１９に
示すように、スリット２２７およびリブ２４８は互いに９０°異なる２つの方向に沿って
延設されており、各サブ画素内で、液晶分子２６２の配向方向が９０°異なる４種類のド
メインが形成される。
【０１３３】
　また、絶縁基板２２２および絶縁基板２４２の外側に配置される一対の偏光板（不図示
）は、透過軸が互いに略直交（クロスニコル状態）するように配置される。９０°ずつ配
向方向が異なる４種類のドメインの全てに対して、それぞれの配向方向と偏光板の透過軸
とが４５°を成すように配置すれば、ドメインの形成によるリタデーションの変化を最も
効率的に利用することができる。そのため、偏光板の透過軸がスリット２２７およびリブ
２４８の延設方向と略４５°を成すように配置することが好ましい。また、テレビのよう
に、観察方向を表示面に対して水平に移動することが多い表示装置においては、一対の偏
光板の一方の透過軸を表示面に対して水平方向に配置することが、表示品位の視野角依存
性を抑制するために好ましい。上述の構成を有する液晶表示パネル２００Ａでは、各サブ
画素において、液晶層２６０に所定の電圧が印加されたとき、液晶分子２６２が傾斜する
方位が互いに異なる複数の領域（ドメイン）が形成されるので、広視野角の表示が実現さ
れる。
【０１３４】
　なお、上述した説明では、液晶表示パネル２００ＡはＭＶＡモードであったが、本発明
はこれに限定されない。液晶表示パネル２００ＡはＣＰＡモードで動作してもよい。
【０１３５】
　以下、図２０および図２１を参照してＣＰＡモードの液晶表示パネル２００Ａを説明す
る。図２０（ａ）に示す液晶表示パネル２００Ａのサブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、２
２４ｂは、所定の位置に形成された複数の切欠き部２２４βを有し、これらの切欠き部２
２４βによって複数の単位電極２２４αに分割されている。複数の単位電極２２４αのそ
れぞれは、略矩形状である。ここでは、サブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、２２４ｂが３
つの単位電極２２４αに分割される場合を例示しているが、分割数はこれに限定されるも
のではない。
【０１３６】
　上述した構成を有するサブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、２２４ｂと対向電極（不図示
）との間に電圧を印加すると、サブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、２２４ｂの外縁近傍と
切欠き部２２４β内に生成される斜め電界によって、図２０（ｂ）に示すように、それぞ
れが軸対称配向（放射状傾斜配向）を呈する複数の液晶ドメインが形成される。液晶ドメ
インは、各単位電極２２４α上に１つずつ形成される。各液晶ドメイン内において、液晶
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分子２６２は、ほぼ全方位に傾斜する。つまり、液晶表示パネル２００Ａでは、液晶分子
２６２が傾斜する方位が互いに異なる領域が無数に形成される。そのため、広視野角の表
示が実現される。
【０１３７】
　なお、図２０には、切欠き部２２４βが形成されたサブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、
２２４ｂを例示したが、図２１に示すように、切欠き部２２４βに代えて開口部２２４γ
を形成してもよい。図２１に示すサブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、２２４ｂは、複数の
開口部２２４γを有し、これらの開口部２２４γによって複数の単位電極２２４αに分割
されている。このようなサブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、２２４ｂと対向電極（不図示
）との間に電圧を印加すると、サブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、２２４ｂの外縁近傍と
開口部２２４γ内に生成される斜め電界によって、それぞれが軸対称配向（放射状傾斜配
向）を呈する複数の液晶ドメインが形成される。
【０１３８】
　また、図２０および図２１には、１つのサブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、２２４ｂに
複数の切欠き部２２４βまたは開口部２２４γが設けられた構成を例示したが、サブ画素
電極２２４ｒ、２２４ｇ、２２４ｂを二分割する場合には、切欠き部２２４βまたは開口
部２２４γを１つだけ設けてもよい。つまり、サブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ、２２４
ｂに少なくとも１つの切欠き部２２４βまたは開口部２２４γを設けることによって、軸
対称配向の液晶ドメインを複数形成することができる。サブ画素電極２２４ｒ、２２４ｇ
、２２４ｂの形状としては、例えば特開２００３－４３５２５号公報に開示されているよ
うな種々の形状を用いることができる。
【０１３９】
　図２２に、ＸＹＺ表色系ｘｙ色度図を示す。図２２にはスペクトル軌跡および主波長を
示している。液晶表示パネル２００Ａにおける赤サブ画素の主波長は６０５ｎｍ以上６３
５ｎｍ以下であり、緑サブ画素の主波長は５２０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下であり、青サブ
画素の主波長は４７０ｎｍ以下である。
【０１４０】
　なお、上述した説明では、青サブ画素の輝度の調整を行う単位は行方向に隣接する２つ
の画素に属する青サブ画素であったが、本発明はこれに限定されない。青サブ画素の輝度
の調整を行う単位は列方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素であってもよい。た
だし、列方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位とする場合、ラインメモ
リ等が必要となり、規模の大きな回路が必要となる。
【０１４１】
　図２３に、列方向に隣接する画素に属する２つの青サブ画素を１単位として輝度の調整
を行うのに適した青補正部３００ｂ’’の模式図を示す。図２３（ａ）に示すように、青
補正部３００ｂ’’は、前段ラインメモリ３００ｓと、階調調整部３００ｔと、後段ライ
ンメモリ３００ｕとを有している。入力信号に示された階調レベルｒ１、ｇ１、ｂ１はあ
る画素に属する赤、緑および青サブ画素に相当するものであり、入力信号に示された階調
レベルｒ２、ｇ２、ｂ２は列方向に隣接する次の行の画素に属する赤、緑および青サブ画
素に相当するものである。前段ラインメモリ３００ｓにより、階調レベルｒ１、ｇ１およ
びｂ１は１ライン分遅延して階調調整部３００ｔに入力される。
【０１４２】
　図２３（ｂ）に、階調調整部３００ｔの模式図を示す。階調調整部３００ｔでは、加算
部３１０ｂを用いて階調レベルｂ１と階調レベルｂ２の平均階調レベルｂaveが求められ
る。次に、階調差レベル部３２０は、１つの平均階調レベルｂaveに対して２つの階調差
レベルΔｂα、Δｂβを与える。その後、階調輝度変換部３３０は、階調差レベルΔｂα
を輝度差レベルΔＹbαに変換し、階調差レベルΔｂβを輝度差レベルΔＹbβに変換する
。
【０１４３】
　一方、加算部３１０ｒを用いて階調レベルｒ１と階調レベルｒ２との平均階調レベルｒ
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aveが求められる。また、加算部３１０ｇを用いて階調レベルｇ１と階調レベルｇ２との
平均階調レベルｇaveが求められる。色相判定部３４０は平均階調レベルｒave、ｇave、
ｂaveを利用して色相係数Ｈｂを求める。
【０１４４】
　次に、シフト量ΔＳα、ΔＳβを求める。シフト量ΔＳαはΔＹbαと色相係数Ｈｂと
の積によって表され、シフト量ΔＳβはΔＹbβと色相係数Ｈｂとの積によって表される
。乗算部３５０は輝度差レベルΔＹbα、ΔＹbβと色相係数Ｈｂとの乗算を行い、これに
より、シフト量ΔＳα、ΔＳβが得られる。
【０１４５】
　また、階調輝度変換部３６０ａが階調レベルｂ１に対して階調輝度変換を行い、輝度レ
ベルＹb1を得る。同様に、階調輝度変換部３６０ｂは階調レベルｂ２に対して階調輝度変
換を行い、輝度レベルＹb2を得る。次に、加減算部３７０ａにおいて輝度レベルＹb1とシ
フト量ΔＳαとを加算し、さらに、輝度階調変換部３８０ａにおいて輝度階調変換を行う
ことにより、階調レベルｂ１’が得られる。また、加減算部３７０ｂにおいて輝度レベル
Ｙb2からシフト量ΔＳβを減算し、さらに、輝度階調変換部３８０ｂにおいて輝度階調変
換を行うことにより、階調レベルｂ２’が得られる。その後、図２３（ａ）に示したよう
に、後段ラインメモリ３００ｕにより、階調レベルｒ２、ｇ２、ｂ２’は１ライン分遅延
される。青補正部３００ｂ’’は以上のようにして列方向に隣接する画素に属する青サブ
画素を１単位として輝度の調整を行う。
【０１４６】
　なお、上述した説明では、入力信号は、一般にカラーテレビ信号に用いられているＹＣ
ｒＣｂ信号を想定したが、入力信号は、ＹＣｒＣｂ信号に限定されず、ＲＧＢ３原色の各
サブ画素の階調レベルを示すものであってもよいし、ＹｅＭＣ（Ｙｅ：黄、Ｍ：マゼンタ
、Ｃ：シアン）などの他の３原色の各サブ画素の階調レベルを示すものであってもよい。
【０１４７】
　また、上述した説明では、階調レベルが入力信号に示されており、補正部３００Ａは青
サブ画素の階調レベルの補正を行ったが、本発明はこれに限定されない。輝度レベルが入
力信号に示されているか、または、階調レベルを輝度レベルに変換した後に、補正部３０
０Ａが青サブ画素の輝度レベルの補正を行ってもよい。ただし、輝度レベルは階調レベル
の２．２乗であり、輝度レベルの精度として階調の２．２乗の精度が要求されるため、階
調レベルの補正を行う回路は輝度レベルの補正を行う回路に比べて低コストで実現できる
。
【０１４８】
　また、上述した説明では、補正部３００Ａは青補正部３００ｂを有していたが、本発明
はこれに限定されない。補正部３００Ａは赤補正部３００ｒまたは緑補正部３００ｇを有
してもよい。
【０１４９】
　図２４（ａ）に示すように、補正部３００Ａは赤補正部３００ｒを有してもよい。赤補
正部３００ｒは、図１１を参照して説明した青補正部３００ｂと同様の構成を有している
。以下、図１１を参照して赤補正部３００ｒを説明する。
【０１５０】
　例えば、赤補正部３００ｒにおいて、色相判定部３４０は入力信号に示された色の色相
を判定する。色相判定部３４０は平均階調レベルｒave、ｇave、ｂaveを利用して色相係
数Ｈｒを求める。色相係数Ｈｒは色相に応じて変化する関数である。例えば、色相係数Ｈ
ｒは、Ｈｒ＝Ｓ／Ｍ（ｒave≧ｇave、ｒave≧ｂaveかつｒave＞０）と表される。具体的
には、ｒave≧ｇave≧ｂaveかつｒave＞０の場合、Ｈｒ＝ｇave／ｒaveである。また、ｒ

ave≧ｂave≧ｇaveかつｒave＞０の場合、Ｈｒ＝ｂave／ｒaveである。なお、ｒave＜ｇa

ve、ｒave＜ｂaveおよびｒave＝０の少なくとも１つを満たす場合、Ｈｒ＝１である。
【０１５１】
　あるいは、図２４（ｂ）に示すように、補正部３００Ａは緑補正部３００ｇを有しても
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よい。緑補正部３００ｇも、図１１を参照して説明した青補正部３００ｂと同様の構成を
有している。再び、図１１を参照して緑補正部３００ｇを説明する。
【０１５２】
　例えば、緑補正部３００ｇにおいて、色相判定部３４０は入力信号に示された色の色相
を判定する。色相判定部３４０は平均階調レベルｒave、ｇave、ｂaveを利用して色相係
数Ｈｇを求める。色相係数Ｈｇは色相に応じて変化する関数である。色相係数Ｈｇは、Ｈ
ｇ＝Ｓ／Ｍ（ｇave≧ｒave、ｇave≧ｂaveかつｇave＞０）と表される。具体的には、ｇa

ve≧ｒave≧ｂaveかつｇave＞０の場合、Ｈｇ＝ｒave／ｇaveである。また、ｇave≧ｂav

e≧ｒaveかつｇave＞０の場合、Ｈｇ＝ｂave／ｇaveである。なお、ｇave＜ｒave、ｇave

＜ｂaveおよびｇave＝０の少なくとも１つを満たす場合、Ｈｇ＝１である。
【０１５３】
　ただし、人間の眼に対する青の解像度は他の色と比べて低いことが知られている。特に
、中間階調の無彩色のように画素に属するサブ画素のそれぞれが点灯する場合、名目上解
像度の低下することになるサブ画素が青サブ画素であると、実質的な解像度の低下は認識
されにくい。このようなことからも、青サブ画素の階調レベルの補正は他のサブ画素の階
調レベルの補正よりも効果的である。また、青以外の色に着目すると、赤の解像度も比較
的低いことが知られている。そのため、中間階調の無彩色で名目上解像度の低下をするこ
とになるサブ画素が赤サブ画素であっても、青同様、実質的な解像度の低下は認識されに
くい。そのため、赤でも同様の効果を得ることができる。
【０１５４】
　なお、色相係数Ｈｒ、Ｈｇ、Ｈｂは別の関数で表されてもよい。例えば、色相係数Ｈｒ
は、Ｈｒ＝１－ｒave／Ｍ（ｇave＞ｒaveかつｂave＞ｒave）であってもよい。具体的に
は、ｇave≧ｂave＞ｒaveの場合、Ｈｒ＝１－ｒave／ｇaveであり、ｂave≧ｇave＞ｒave

の場合、Ｈｒ＝１－ｒave／ｂaveである。なお、ｒave≧ｇave、ｒave≧ｂaveおよびｒav

e＝０のいずれかを満たす場合は、Ｈｒ＝０である。
【０１５５】
　また、色相係数Ｈｇは、Ｈｇ＝１－ｇave／Ｍ（ｒave＞ｇaveかつｂave＞ｇave）であ
ってもよい。具体的には、ｒave≧ｂave＞ｇaveの場合、Ｈｇ＝１－ｇave／ｒaveであり
、ｂave≧ｒave＞ｇaveの場合、Ｈｇ＝１－ｇave／ｂaveである。なお、ｇave≧ｒave、
ｇave≧ｂaveおよびｇave＝０のいずれかを満たす場合は、Ｈｇ＝０である。
【０１５６】
　これらの場合、色相係数Ｈｒ、Ｈｇはどちらも１となる場合が少なくなり、また相対的
に低い値になるため、階調差が小さくなり、解像度の低下が認識されにくくなる。なお、
色相係数Ｈｒ、Ｈｇだけでなく、色相係数ＨｂについてもＨｂ＝１－ｂave／Ｍ（ｒave＞
ｂaveかつｇave＞ｂaveの場合）としてもよい。また、ｂave≧ｒave、ｂave≧ｇaveおよ
びｂave＝０のいずれかを満たす場合、Ｈｂ＝０としてもよい。
【０１５７】
　また、上述した説明では、赤、緑および青サブ画素の階調レベルのいずれか１つの補正
が行われたが、本発明はこれに限定されない。
【０１５８】
　図２５に示すように、補正部３００Ａは、赤補正部３００ｒと、緑補正部３００ｇと、
青補正部３００ｂとを有してもよい。赤補正部３００ｒ、緑補正部３００ｇおよび青補正
部３００ｂのそれぞれが上述した色相係数Ｈｒ、Ｈｇ、Ｈｂに基づいて補正を行う。入力
信号に示された赤、緑および青サブ画素の階調レベルがｒave＝ｇave＝ｂave≠０である
場合、赤、緑および青サブ画素のすべての階調レベルに対して補正が行われる。ただし、
入力信号に示された赤、緑および青サブ画素の階調レベルがｒave＝ｇave＝ｂave＝０で
ある場合、赤、緑および青サブ画素のすべての階調レベルに対して補正は行われない。ま
た、例えば、入力信号における赤、緑および青サブ画素の階調レベルがｒave＝ｇave＞ｂ

ave≠０である場合、赤、緑および青サブ画素のすべての階調レベルに対して補正が行わ
れ、また、赤、緑および青サブ画素の階調レベルがｒave＝ｇave＞ｂave＝０である場合
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、赤および緑サブ画素の階調レベルに対して補正が行われる。さらに、例えば、入力信号
における赤、緑および青サブ画素の階調レベルが０≠ｒave＝ｇave＜ｂaveである場合も
、赤、緑および青サブ画素のすべての階調レベルに対して補正が行われる。一方、入力信
号における赤、緑および青サブ画素の階調レベルが０＝ｒave＝ｇave＜ｂaveである場合
は、赤、緑および青サブ画素のいずれの階調レベルに対しても補正は行われない。このよ
うに、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルのうちの少なくとも２つ
のサブ画素の階調レベルが０でなければ、赤補正部３００ｒ、緑補正部３００ｇおよび青
補正部３００ｂの少なくともいずれかが補正を行う。
【０１５９】
　また、補正部３００Ａは、赤補正部３００ｒ、緑補正部３００ｇおよび青補正部３００
ｂのうちのいずれか２つを有してもよい。なお、特に、緑の視感度は他と比べて高く、解
像度の低下が認識されやすいため、補正部３００Ａは、緑補正部３００ｇを有することな
く、赤補正部３００ｒおよび青補正部３００ｂを有してもよい。
【０１６０】
　なお、上述した説明では、無彩色を表示する場合、液晶表示パネル２００Ａに入力する
前の赤、緑および青サブ画素の階調レベルは互いに等しかったが、本発明はこれに限定さ
れない。液晶表示装置は独立ガンマ補正処理を行う独立ガンマ補正処理部をさらに備えて
いてもよく、無彩色を表示する場合でも液晶表示パネル２００Ａに入力する前の赤、緑お
よび青サブ画素の階調レベルは若干異なってもよい。
【０１６１】
　以下、図２６を参照して、独立ガンマ補正処理部２８０をさらに備える液晶表示装置１
００Ａ’を説明する。液晶表示装置１００Ａ’は、独立ガンマ補正処理部をさらに備える
点を除いて図１に示した液晶表示装置１００Ａと同様の構成を有している。
【０１６２】
　図２６（ａ）に示す液晶表示装置１００Ａ’では、補正部３００Ａにおいて補正の行わ
れた階調レベルｒｇｂ’は独立ガンマ補正処理部２８０に入力される。次に、独立ガンマ
補正処理部２８０は独立ガンマ補正処理を行う。独立ガンマ補正処理が行われない場合、
入力信号に示される色が黒から白にわたって無彩色のまま変化すると、液晶表示パネル２
００Ａに固有に、液晶表示パネル２００Ａの正面からみた無彩色の色度が変化することが
あるが、独立ガンマ補正処理を行うことにより、色度変化が抑制される。
【０１６３】
　独立ガンマ補正処理部２８０は、階調レベルｒ、ｇ、ｂ’のそれぞれに対して独立ガン
マ補正処理を行う赤処理部２８２ｒ、緑処理部２８２ｇ、青処理部２８２ｂを有している
。処理部２８２ｒ、２８２ｇ、２８２ｂの独立ガンマ補正処理により、階調レベルｒ、ｇ
、ｂ’は階調レベルｒg、ｇg、ｂg’に変換される。同様に、階調レベルｒ、ｇ、ｂは階
調レベルｒg、ｇg、ｂgに変換される。その後、独立ガンマ補正処理部２８０において独
立ガンマ補正処理の行われた階調レベルｒg、ｇg、ｂg’またはｒg、ｇg、ｂgは、液晶表
示パネル２００Ａに入力される。
【０１６４】
　なお、図２６（ａ）に示した液晶表示装置１００Ａ’では、独立ガンマ補正処理部２８
０は補正部３００Ａよりも後段に配置されていたが、本発明はこれに限定されない。図２
６（ｂ）に示すように、独立ガンマ補正処理部２８０は補正部３００Ａよりも前段に配置
されてもよい。この場合、独立ガンマ補正処理部２８０は入力信号に示された階調レベル
ｒｇｂに対して独立ガンマ補正処理を行うことによって階調レベルｒg、ｇg、ｂgを得て
、その後、補正部３００Ａは先に独立ガンマ補正処理の行われた信号に対して補正を行う
。補正部３００Ａ内における輝度階調変換の乗数として、固定値（例えば、２．２乗）で
はなく、液晶表示パネル２００Ａの特性に応じた値が用いられる。このように、独立ガン
マ補正処理部２８０を設けることにより、明度の変化に応じた無彩色の色度変化を抑制し
てもよい。
【０１６５】



(31) JP WO2010/073687 A1 2010.7.1

10

20

30

40

50

　（実施形態２）
　上述した説明では、各サブ画素が１つの輝度を呈したが、本発明はこれに限定されない
。マルチ画素構造が採用され、各サブ画素が、輝度の異なり得る複数の領域を有してもよ
い。
【０１６６】
　以下、図２７を参照して、本発明による液晶表示装置の第２実施形態を説明する。本実
施形態の液晶表示装置１００Ｂは、液晶表示パネル２００Ｂと、補正部３００Ｂとを備え
ている。ここでも、補正部３００Ｂは青補正部３００ｂを有している。液晶表示装置１０
０Ｂは、液晶表示パネル２００Ｂにおける各サブ画素が輝度の異なり得る領域を有してい
る点、および、輝度の異なり得る領域を規定する分離電極の実効電位が補助容量配線の電
位の変化に応じて変化する点を除いて上述した実施形態１の液晶表示装置と同様の構成を
有しており、冗長を避けるために重複する記載を省略する。
【０１６７】
　図２８（ａ）に、液晶表示パネル２００Ｂに設けられた画素および画素に含まれるサブ
画素の配列を示す。図２８（ａ）には、例示として、３行３列の画素を示している。各画
素には、３つのサブ画素、すなわち、赤サブ画素Ｒ、緑サブ画素Ｇ、青サブ画素Ｂが設け
られている。各サブ画素の輝度は独立に制御可能である。
【０１６８】
　液晶表示装置１００Ｂにおいて、３つのサブ画素Ｒ、ＧおよびＢのそれぞれは分割され
た２つの領域を有している。具体的には、赤サブ画素Ｒは、第１領域Ｒａおよび第２領域
Ｒｂを有しており、同様に、緑サブ画素Ｇは、第１領域Ｇａおよび第２領域Ｇｂを有して
おり、青サブ画素Ｂは、第１領域Ｂａおよび第２領域Ｂｂを有している。
【０１６９】
　各サブ画素Ｒ、Ｇ、Ｂの異なる領域の輝度の値は異なるように制御可能であり、これに
より、表示画面を正面方向から観察したときのガンマ特性と斜め方向から観察したときの
ガンマ特性とが異なるというガンマ特性の視野角依存性を低減することができる。ガンマ
特性の視野角依存性の低減については、特開２００４－６２１４６号公報や特開２００４
－７８１５７号公報に開示されている。各サブ画素Ｒ、Ｇ、Ｂの異なる領域の輝度が異な
るように制御することにより、上記特開２００４－６２１４６号公報や特開２００４－７
８１５７号公報の開示と同様に、ガンマ特性の視野角依存性を低減するという効果が得ら
れる。なお、このような赤、緑および青サブ画素Ｒ、ＧおよびＢの構造は分割構造とも呼
ばれる。本明細書の以下の説明において、第１、第２領域のうち輝度の高い領域を明領域
と呼び、輝度の低い領域を暗領域と呼ぶことがある。
【０１７０】
　図２８（ｂ）に、液晶表示装置１００Ｂにおける青サブ画素Ｂの構成を示す。なお、図
２８（ｂ）に図示していないが、赤サブ画素Ｒおよび緑サブ画素Ｇも同様の構成を有して
いる。
【０１７１】
　青サブ画素Ｂは、２つの領域ＢａおよびＢｂを有しており、領域Ｂａ、Ｂｂに対応する
分離電極２２４ｘ、２２４ｙには、それぞれＴＦＴ２３０ｘ、ＴＦＴ２３０ｙ、および補
助容量２３２ｘ、２３２ｙが接続されている。ＴＦＴ２３０ｘおよびＴＦＴ２３０ｙのゲ
－ト電極はゲート配線Ｇａｔｅに接続され、ソース電極は共通の（同一の）ソース配線Ｓ
に接続されている。補助容量２３２ｘ、２３２ｙは、それぞれ補助容量配線ＣＳ１および
補助容量配線ＣＳ２に接続されている。補助容量２３２ｘおよび２３２ｙは、それぞれ分
離電極２２４ｘおよび２２４ｙに電気的に接続された補助容量電極と、補助容量配線ＣＳ
１およびＣＳ２に電気的に接続された補助容量対向電極と、これらの間に設けられた絶縁
層（不図示）によって形成されている。補助容量２３２ｘおよび２３２ｙの補助容量対向
電極は互いに独立しており、それぞれ補助容量配線ＣＳ１およびＣＳ２から互いに異なる
補助容量対向電圧が供給され得る。このため、ＴＦＴ２３０ｘ、２３０ｙがオンのときに
ソース配線Ｓを介して分離電極２２４ｘ、２２４ｙに電圧が供給された後、ＴＦＴ２３０
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ｘ、２３０ｙがオフになり、さらに、補助容量配線ＣＳ１およびＣＳ２の電位が異なるよ
うに変化する場合、分離電極２２４ｘの実効電圧は分離電極２２４ｙの実効電圧と異なる
ことになり、結果として、第１領域Ｂａの輝度は第２領域Ｂｂの輝度と異なる。
【０１７２】
　図２９（ａ）および図２９（ｂ）に、液晶表示装置１００Ｂにおける液晶表示パネル２
００Ｂを示す。図２９（ａ）では、入力信号において全ての画素が同じ無彩色を示し、図
２９（ｂ）では、入力信号において全ての画素が同じ青を示す。なお、図２９（ａ）およ
び図２９（ｂ）において、行方向に隣接する２つの画素に着目し、その一方の画素をＰ１
と示し、画素Ｐ１に属する赤、緑および青サブ画素をそれぞれＲ１、Ｇ１およびＢ１と示
す。また、他方の画素をＰ２と示し、画素Ｐ２に属する赤、緑および青サブ画素をそれぞ
れＲ２、Ｇ２およびＢ２と示す。
【０１７３】
　まず、図２９（ａ）を参照して、入力信号に示された色が無彩色である場合の液晶表示
パネル２００Ｂを説明する。なお、入力信号に示された色が無彩色である場合、赤、緑お
よび青サブ画素の階調レベルは互いに等しい。
【０１７４】
　この場合、隣接する２つの画素のうち一方の画素Ｐ１に属する赤および緑サブ画素Ｒ１
、Ｇ１の輝度は、他方の画素Ｐ２に属する赤および緑サブ画素Ｒ２、Ｇ２の輝度とそれぞ
れ等しいが、図２７（ａ）に示した青補正部３００ｂが補正を行うことにより、液晶表示
パネル２００Ｂにおいて隣接する２つの画素のうち一方の画素Ｐ１に属する青サブ画素Ｂ
１の輝度は他方の画素Ｐ２に属する青サブ画素Ｂ２の輝度とは異なる。
【０１７５】
　青補正部３００ｂは、隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位として青サブ画
素の輝度の調整を行うため、入力信号において隣接する２つの画素に属する青サブ画素の
階調レベルが等しい場合であっても、液晶表示パネル２００Ｂにおいて当該２つの青サブ
画素の輝度が異なるように階調レベルの補正が行われる。ここでは、青補正部３００ｂは
、行方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素の階調レベルに対して補正を行ってい
る。青補正部３００ｂの補正により、隣接する２つの画素に属する青サブ画素のうちの一
方の青サブ画素の輝度はシフト量ΔＳαだけ増加し、他方の青サブ画素の輝度はシフト量
ΔＳβだけ減少する。このため、隣接する画素に属する青サブ画素の輝度は互いに異なり
、明青サブ画素の輝度は基準階調レベルに対応する輝度よりも高く、暗青サブ画素の輝度
は基準階調レベルに対応する輝度よりも低い。また、例えば、正面方向から見た場合、明
青サブ画素の輝度と基準階調レベルに対応する輝度との差は、基準階調レベルに対応する
輝度と暗青サブ画素の輝度との差と略等しい。このため、液晶表示パネル２００Ｂにおけ
る隣接する２つの画素に属する青サブ画素の輝度の平均は、入力信号に示された隣接する
２つの青サブ画素の階調レベルに対応する輝度の平均に等しい。このように青補正部３０
０ｂが補正を行うことにより、斜め方向からの視野角特性が改善される。なお、厳密には
、補正により、解像度が低下することになるが、補正部３００Ｂは解像度の低下が認識さ
れにくい場合に補正を行う。なお、図２９（ａ）では、行方向に沿って隣接する画素に属
する青サブ画素の明暗は反転しており、また、列方向に沿って隣接する画素に属する青サ
ブ画素の明暗は反転している。
【０１７６】
　例えば、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（５０，５０，５
０）である場合、液晶表示装置１００Ｂでは、青サブ画素の階調レベルの補正が行われ、
青サブ画素の階調レベルは階調レベル６９（＝（（２×（５０／２５５）2.2）1/2.2×２
５５）または０となる。このため、液晶表示パネル２００Ｂにおける画素Ｐ１に属する赤
、緑および青サブ画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１は、その階調レベルが（０，０，６９）に相当す
る輝度を呈し、画素Ｐ２に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２は、その階調
レベルが（０，０，０）に相当する輝度を呈する。なお、液晶表示パネル２００Ｂでは、
画素Ｐ１の青サブ画素Ｂ１全体の輝度が階調レベル６９に対応しており、青サブ画素Ｂ１
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の領域Ｂａは階調レベル９５（＝（（２×（６９／２５５）2.2）1/2.2×２５５）に対応
する輝度を呈し、青サブ画素Ｂ１の領域Ｂｂは階調レベル０に対応する輝度を呈する。な
お、画素Ｐ２の青サブ画素Ｂ２全体の輝度が階調レベルに対応するため、青サブ画素Ｂ２
の領域Ｂａ、Ｂｂは階調レベル０に対応する輝度を呈する。
【０１７７】
　なお、マルチ画素駆動が行われる場合、ここではその詳細を省略するが、青サブ画素Ｂ
１およびＢ２の領域Ｂａ、Ｂｂへの輝度レベルＹb1、Ｙb2の分配は、液晶表示パネル２０
０Ｂの構造とその設計値で決定される。具体的な設計値としては、正面方向から見た場合
、青サブ画素Ｂ１の領域ＢａとＢｂの輝度の平均は、青サブ画素の階調レベルｂ１’また
はｂ２’に対応する輝度と一致するようになっている。
【０１７８】
　次に、図２９（ｂ）を参照して、入力信号に示された色が青である場合の液晶表示パネ
ル２００Ｂを説明する。ここでは、入力信号に示された色が青である場合、赤および緑サ
ブ画素の階調レベルがゼロであり、青サブ画素の階調レベルは中間階調レベルである。
【０１７９】
　この場合、青補正部３００ｂは補正を行わない。このため、入力信号において隣接する
２つの画素に属する青サブ画素の階調レベルが等しいと、液晶表示パネル２００Ｂにおい
て当該２つの青サブ画素の輝度は互いに等しい。このように、青補正部３００ｂは解像度
の低下が認識されやすい場合には補正を行わない。
【０１８０】
　例えば、入力信号に示される赤、緑および青サブ画素の階調レベルが（０，０，５０）
である場合、液晶表示装置１００Ｂでは、青サブ画素の階調レベルの補正が行われない。
このため、液晶表示パネル２００Ａにおける画素Ｐ１に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ
１、Ｇ１、Ｂ１は、その階調レベルが（０，０，５０）に相当する輝度を呈し、画素Ｐ２
に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２も、その階調レベルが（０，０，５０
）に相当する輝度を呈する。
【０１８１】
　なお、液晶表示パネル２００Ｂでは、画素Ｐ１の青サブ画素Ｂ１全体の輝度が階調レベ
ル５０に対応しており、青サブ画素Ｂ１の領域Ｂａは階調レベル６９（＝（（２×（５０
／２５５）2.2）1/2.2×２５５）に対応する輝度を呈し、青サブ画素Ｂ１の領域Ｂｂは階
調レベル０に対応する輝度を呈する。同様に、青サブ画素Ｂ２の領域Ｂａは階調レベル０
に対応する輝度を呈し、青サブ画素Ｂ２の領域Ｂｂは階調レベル６９（＝（（２×（５０
／２５５）2.2）1/2.2×２５５）に対応する輝度を呈する。この場合、赤サブ画素Ｒ１、
Ｒ２および緑サブ画素Ｇ１、Ｇ２はいずれも非点灯であるが、青サブ画素Ｂ１、Ｂ２のそ
れぞれの少なくとも一部の領域が点灯しており、表示品位の低下が抑制される。
【０１８２】
　（実施形態３）
　上述した説明では、隣接する２つの画素に属する２つのサブ画素を１単位として輝度の
調整を行ったが、本発明はこれに限定されない。１つのサブ画素に属する異なる領域を１
単位として輝度の調整を行ってもよい。
【０１８３】
　以下、図３０を参照して、本発明による液晶表示装置の第３実施形態を説明する。本実
施形態の液晶表示装置１００Ｃは、液晶表示パネル２００Ｃと、補正部３００Ｃとを備え
ている。ここでも、補正部３００Ｃは青補正部３００ｂを有している。液晶表示装置１０
０Ｃは、液晶表示パネル２００Ｃにおける各サブ画素が輝度の異なり得る領域を有してい
る点、および、１列のサブ画素に対して２本のソース配線が設けられている点を除いて上
述した実施形態１の液晶表示装置と同様の構成を有しており、冗長を避けるために重複す
る記載を省略する。
【０１８４】
　図３１（ａ）に、液晶表示パネル２００Ｃに設けられた画素および画素に含まれるサブ
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画素の配列を示す。図３１（ａ）には、例示として、３行３列の画素を示している。各画
素には、３つのサブ画素、すなわち、赤サブ画素Ｒ、緑サブ画素Ｇ、青サブ画素Ｂが設け
られている。
【０１８５】
　液晶表示装置１００Ｃにおいて、３つのサブ画素Ｒ、ＧおよびＢのそれぞれは分割され
た２つの領域を有している。具体的には、赤サブ画素Ｒは、第１領域Ｒａおよび第２領域
Ｒｂを有しており、同様に、緑サブ画素Ｇは、第１領域Ｇａおよび第２領域Ｇｂを有して
おり、青サブ画素Ｂは、第１領域Ｂａおよび第２領域Ｂｂを有している。各サブ画素の異
なる領域の輝度は独立に制御可能である。
【０１８６】
　図３１（ｂ）に、液晶表示装置１００Ｃにおける青サブ画素Ｂの構成を示す。なお、図
３１（ｂ）に図示していないが、赤サブ画素Ｒおよび緑サブ画素Ｇも同様の構成を有して
いる。
【０１８７】
　青サブ画素Ｂは、２つの領域ＢａおよびＢｂを有しており、領域Ｂａ、Ｂｂに対応する
分離電極２２４ｘ、２２４ｙには、それぞれＴＦＴ２３０ｘ、ＴＦＴ２３０ｙが接続され
ている。ＴＦＴ２３０ｘおよびＴＦＴ２３０ｙのゲ－ト電極はゲート配線Ｇａｔｅに接続
され、ＴＦＴ２３０ｘおよびＴＦＴ２３０ｙのソース電極は異なるソース配線Ｓ１、Ｓ２
に接続されている。このため、ＴＦＴ２３０ｘ、２３０ｙがオンのときにソース配線Ｓ１
、Ｓ２を介して分離電極２２４ｘ、２２４ｙに電圧が供給され、第１領域Ｂａの輝度は第
２領域Ｂｂの輝度と異なり得る。
【０１８８】
　液晶表示パネル２００Ｃでは、上述した液晶表示パネル２００Ｂとは異なり、分離電極
２２４ｘ、２２４ｙの電圧を設定する自由度が高い。このため、液晶表示パネル２００Ｃ
では、１つのサブ画素の異なる領域を１単位として輝度の調整を行うことができる。ただ
し、液晶表示パネル２００Ｃでは、１列のサブ画素に対して２本のソース配線を設けると
ともに、ソース駆動回路（図示せず）は１列のサブ画素に対して２つの異なる信号処理を
行う必要がある。
【０１８９】
　なお、液晶表示パネル２００Ｃでは、１つのサブ画素の異なる領域を１単位として輝度
の調整が行われるため、解像度が低下することはないが、中間輝度を表示する際に、画素
サイズおよび表示する色によって低輝度の領域が認識されてしまい、表示品位が低下する
ことがある。液晶表示装置１００Ｃでは補正部３００Ｃにより、表示品位の低下を抑制し
ている。
【０１９０】
　図３２（ａ）および図３２（ｂ）に、液晶表示装置１００Ｃにおける液晶表示パネル２
００Ｃを示す。図３２（ａ）では、入力信号において全ての画素が同じ無彩色を示し、図
３２（ｂ）では、入力信号において全ての画素が同じ青を示す。なお、図３２（ａ）およ
び図３２（ｂ）では１つのサブ画素内の２つの領域に着目する。
【０１９１】
　まず、図３２（ａ）を参照して、入力信号に示された色が無彩色である場合の液晶表示
パネル２００Ｃを説明する。なお、入力信号に示された色が無彩色である場合、赤、緑お
よび青サブ画素の階調レベルは互いに等しい。
【０１９２】
　この場合、赤および緑サブ画素Ｒ１、Ｇ１の領域Ｒａ、Ｇａの輝度は、赤および緑サブ
画素Ｒ１、Ｇ１の領域Ｒｂ、Ｇｂの輝度とそれぞれ等しいが、図３０に示した青補正部３
００ｂが補正を行うことにより、液晶表示パネル２００Ｃにおいて青サブ画素Ｂ１の領域
Ｂａの輝度は、青サブ画素Ｂ２の領域Ｂｂの輝度とは異なる。
【０１９３】
　青補正部３００ｂは、青サブ画素Ｂ１の異なる領域を１単位として青サブ画素の輝度の
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調整を行い、液晶表示パネル２００Ｃにおいて青サブ画素Ｂ１の領域Ｂａ、Ｂｂの輝度が
異なるように階調レベルの補正が行われる。
【０１９４】
　また、青補正部３００ｂの補正により、青サブ画素Ｂ１のうちの領域Ｂａの青サブ画素
の輝度はシフト量ΔＳαだけ増加し、領域Ｂｂの輝度はシフト量ΔＳβだけ減少する。こ
のため、青サブ画素Ｂ１のうちの領域Ｂａの輝度と領域Ｂｂの輝度とは互いに異なり、明
領域の輝度は基準階調レベルに対応する輝度よりも高く、暗領域の輝度は基準階調レベル
に対応する輝度よりも低い。また、例えば、正面方向から見た場合、第１領域Ｂａの面積
は第２領域Ｂｂの面積とほぼ等しく、明領域の輝度と基準階調レベルに対応する輝度との
差は、基準階調レベルに対応する輝度と暗領域の輝度との差と略等しい。液晶表示パネル
２００Ｃにおける２つの領域Ｂａ、Ｂｂの輝度の平均は、入力信号に示された青サブ画素
の階調レベルに対応する輝度と略等しい。このように青補正部３００ｂが補正を行うこと
により、斜め方向からの視野角特性が改善される。なお、厳密には、補正により、解像度
が低下することになるが、補正部３００Ｃは解像度の低下が認識されにくい場合に補正を
行う。
【０１９５】
　次に、図３２（ｂ）を参照して、入力信号に示された色が青である場合の液晶表示パネ
ル２００Ｃを説明する。ここでは、入力信号に示された色が青である場合、赤および緑サ
ブ画素の階調レベルはゼロであり、青サブ画素の階調レベルは中間階調レベルである。
【０１９６】
　この場合、青補正部３００ｂは補正を行わない。このため、液晶表示パネル２００Ｃに
おいて青サブ画素Ｂ１の領域Ｂａ、Ｂｂの輝度は互いに等しい。このように、青補正部３
００ｂは解像度の低下が認識されやすい場合に補正を行わない。
【０１９７】
　図３３に、青補正部３００ｂの具体的な構成を示す。青補正部３００ｂでは、階調輝度
変換部３６０において得られた輝度レベルＹbは輝度レベルＹb1および輝度レベルＹb2と
なる。このため、加減算部３７０ａ、３７０ｂにおいて演算される前までの輝度レベルＹ

b1およびＹb2は互いに等しい。補正部３００Ｃにおいて得られた階調レベルｂ１’は青サ
ブ画素Ｂ１の領域Ｂａに対応しており、階調レベルｂ２’は青サブ画素Ｂ１の領域Ｂｂに
対応している。
【０１９８】
　なお、上述した説明では、液晶表示パネル２００Ｃにおいてサブ画素の列数の２倍のソ
ース配線を設けたが、本発明はこれに限定されない。サブ画素の列数と同数のソース配線
を設けるとともに、サブ画素の行数の２倍のゲート配線を設けてもよい。
【０１９９】
　図３４に、液晶表示パネル２００Ｃ’の模式図を示す。液晶表示パネル２００Ｃ’にお
いて青サブ画素Ｂは、２つの領域ＢａおよびＢｂを有しており、領域Ｂａ、Ｂｂに対応す
る分離電極２２４ｘ、２２４ｙには、それぞれＴＦＴ２３０ｘ、ＴＦＴ２３０ｙが接続さ
れている。ＴＦＴ２３０ｘおよびＴＦＴ２３０ｙのゲ－ト電極は異なるゲート配線Ｇａｔ
ｅ１、Ｇａｔｅ２に接続され、ＴＦＴ２３０ｘおよびＴＦＴ２３０ｙのソース電極は共通
のソース配線Ｓに接続されている。このため、ＴＦＴ２３０ｘがオンのときにソース配線
Ｓを介して分離電極２２４ｘに電圧が供給され、また、ＴＦＴ２３０ｙがオンのときにソ
ース配線Ｓを介して分離電極２２４ｙに電圧が供給され、第１領域Ｂａの輝度は第２領域
Ｂｂの輝度と異なり得る。このように、液晶表示パネル２００Ｃ’でも、１つのサブ画素
の異なる領域を１単位として輝度の調整を行うことができる。ただし、液晶表示パネル２
００Ｃ’では、１行の画素に対して２本のゲート配線を設けるとともにゲート駆動回路（
図示せず）が高速に駆動する必要がある。
【０２００】
　なお、上述した説明では、各サブ画素Ｒ、ＧおよびＢは２つの領域に分割されていたが
、本発明はこれに限定されない。各サブ画素Ｒ、ＧおよびＢは３以上の領域に分割されて
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いてもよい。
【０２０１】
　（実施形態４）
　以下、本発明による液晶表示装置の第４実施形態を説明する。図３５（ａ）に示すよう
に、本実施形態の液晶表示装置１００Ｄは、液晶表示パネル２００Ｄと、補正部３００Ｄ
とを備えている。補正部３００Ｄは、行方向に隣接する２つの画素に属する２つの青サブ
画素を１単位として輝度の調整を行う青補正部３００ｂを有している。
【０２０２】
　図３５（ｂ）に、液晶表示パネル２００Ｄのある領域の等価回路図を示す。この液晶表
示パネル２００Ｄにおいてサブ画素は複数の行および複数の列を有するマトリクス状に配
列されており、各サブ画素は輝度の異なり得る２つの領域を有している。なお、各サブ画
素の構成は、図２８（ｂ）を参照して上述した構成と同様であり、冗長を避けるために、
重複する説明を省略する。
【０２０３】
　ここでは、第ｎ行のゲート配線ＧＢＬ＿ｎおよび第ｍ行のソース配線ＳＢＬ＿ｍで規定
されるサブ画素に着目する。サブ画素の領域Ａは、液晶容量ＣＬＣＡ＿ｎ，ｍと、補助容
量ＣＣＳＡ＿ｎ，ｍとを有しており、サブ画素の領域Ｂは、液晶容量ＣＬＣＢ＿ｎ，ｍと
、補助容量ＣＣＳＢ＿ｎ，ｍとを有している。液晶容量は、分離電極２２４ｘ、２２４ｙ
と対向電極ＣｏｍＬＣとこれらの間に設けられた液晶層とから構成されており、補助容量
は、補助容量電極と、絶縁膜と、補助容量対向電極（ＣｏｍＣＳＡ＿ｎ、ＣｏｍＣＳＢ＿
ｎ）とから構成されている。分離電極２２４ｘ、２２４ｙは、それぞれ対応するＴＦＴＡ
＿ｎ，ｍおよびＴＦＴＢ＿ｎ，ｍを介して共通のソース配線ＳＢＬ＿ｍに接続されている
。ＴＦＴＡ＿ｎ，ｍおよびＴＦＴＢ＿ｎ，ｍは、共通のゲート配線ＧＢＬ＿ｎに供給され
る走査信号電圧によってオン／オフ制御され、２つのＴＦＴがオン状態にあるときに、２
つの領域Ａ、Ｂのそれぞれが有する分離電極２２４ｘ、２２４ｙおよび補助容量電極に、
共通のソース配線から表示信号電圧が供給される。２つの領域Ａ、Ｂの内の一方の補助容
量対向電極は補助容量配線（ＣＳＡＬ）を介して補助容量幹線（ＣＳ幹線）ＣＳＶｔｙｐ
ｅ１に接続されており、他方の補助容量対向電極は補助容量配線（ＣＳＢＬ）を介して補
助容量幹線（ＣＳ幹線）ＣＳＶｔｙｐｅ２に接続されている。
【０２０４】
　図３５（ｂ）に示すように、補助容量配線は、列方向に隣接する異なる行のサブ画素の
領域に対応するように配置されている。具体的には、例えば、補助容量配線ＣＳＢＬは、
ｎ行のサブ画素の領域Ｂ、および、これに列方向に隣接するｎ＋１行のサブ画素の領域Ａ
に対応している。
【０２０５】
　液晶表示装置１００Ｄでは各サブ画素の液晶層に印加される電界の向きは一定時間間隔
で反転する。ＣＳ幹線ＣＳＶｔｙｐｅ１およびＣＳＶｔｙｐｅ２にそれぞれ供給される補
助容量対向電圧ＶＣＳＶｔｙｐｅ１およびＶＣＳＶｔｙｐｅ２において、対応する任意の
ゲート配線の電圧がＶｇＨからＶｇＬに変化した後の最初の電圧変化に着目すると、例え
ば、電圧ＶＣＳＶｔｙｐｅ１の変化は増加であり、電圧ＶＣＳＶｔｙｐｅ２の変化は減少
である。
【０２０６】
　図３６に、液晶表示パネル２００Ｄの模式図を示す。図３６において、「明」および「
暗」は各サブ画素の領域が明領域および暗領域のいずれであるかを示している。また、「
Ｃ１」および「Ｃ２」は各サブ画素の領域がＣＳ幹線ＣＳＶｔｙｐｅ１およびＣＳＶｔｙ
ｐｅ２のいずれに対応するかを示している。また、「＋」および「－」は液晶層に印加さ
れる電界の向き（極性）が異なることを示している。例えば、「＋」は対向電極の電位が
サブ画素電極よりも高いことを示し、「－」はサブ画素電極の電位が対向電極よりも高い
ことを示す。
【０２０７】
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　図３６から理解されるように、あるサブ画素に着目すると、一方の領域はＣＳ幹線ＣＳ
Ｖｔｙｐｅ１およびＣＳＶｔｙｐｅ２の一方に対応しており、他方の領域はＣＳ幹線ＣＳ
Ｖｔｙｐｅ１およびＣＳＶｔｙｐｅ２の他方に対応している。また、サブ画素配列に着目
すると、行方向および列方向に隣接するサブ画素の極性は反転しており、極性の異なるサ
ブ画素がサブ画素単位で市松状に配列されている。また、ある行のサブ画素のうちＣＳ幹
線ＣＳＶｔｙｐｅ１に対応する領域に着目すると、領域の明暗および極性が領域ごとに反
転している。このように、明領域および暗領域は領域単位で市松状に配列されている。な
お、図３６では、あるフレームにおける液晶表示パネル２００Ｄの状態を示したが、次の
フレームでは各領域の極性は反転されており、フリッカーが抑制される。
【０２０８】
　ここで、比較例３の液晶表示装置を説明する。比較例３の液晶表示装置は、補正部３０
０Ｄを備えていない点を除いて本実施形態の液晶表示装置１００Ｄと同様の構成を有して
いる。
【０２０９】
　図３７（ａ）に、入力信号において全ての画素が同一階調の無彩色を示す場合の比較例
３の液晶表示装置の模式図を示す。比較例３の液晶表示装置では、行方向および列方向に
隣接する領域の階調レベルは異なるが、斜め方向に隣接する領域の階調レベルは等しい。
また、極性は行方向および列方向にサブ画素単位で反転している。図３７（ｂ）には、簡
略化のために、比較例３の液晶表示装置の青サブ画素のみを示している。比較例３の液晶
表示装置における青サブ画素のみに着目すると、行方向および列方向に隣接する領域の輝
度レベル（階調レベル）は異なり、明領域および暗領域は市松状に配列される。
【０２１０】
　次に、図３６および図３８～図４０を参照して本実施形態の液晶表示装置１００Ｄを説
明する。ここでは入力信号において少なくとも青サブ画素の階調レベルは等しい。
【０２１１】
　上述したように、入力信号において画素が青を示す場合、青補正部３００ｂは補正を行
わない。この場合、図３８（ａ）に示すように、液晶表示パネル２００Ｄにおける青サブ
画素のみに着目すると、青サブ画素の明領域および暗領域は領域単位で市松状に配列され
る。また、極性は行方向および列方向にサブ画素単位で反転している。なお、図３８（ａ
）に示した液晶表示パネル２００Ｄは図３７（ｂ）に示した比較例３の液晶表示装置の模
式図と同様である。
【０２１２】
　一方、入力信号において画素が無彩色を示す場合、青補正部３００ｂは、行方向に隣接
する２つの画素に属する２つの青サブ画素を１単位として明青サブ画素が斜め方向に隣接
するように輝度の調整を行い、青サブ画素の明暗に着目すると、明青サブ画素および暗青
サブ画素は青サブ画素単位で市松状に配列される。以上から、青補正部３００ｂは、各青
サブ画素に対して図３８（ｂ）に示すように明暗を付与しているといえる。このため、液
晶表示パネル２００Ｄにおいて明青サブ画素の明領域および暗領域ならびに暗青サブ画素
の明領域および暗領域は図３８（ｃ）に示すように配列される。この場合、斜め方向に隣
接する明青サブ画素において明領域は互いに近接して配列されており、このように明青サ
ブ画素の明領域が偏って配列されると、表示品位の低下が生じることがある。
【０２１３】
　なお、上述した説明では、青補正部３００ｂは、入力信号において全ての画素が無彩色
を示す場合に明青サブ画素および暗青サブ画素が行方向および列方向のいずれにおいても
青サブ画素ごとに交互に配列するように補正を行ったが、本発明はこれに限定されない。
青補正部３００ｂは、明青サブ画素および暗青サブ画素が２青サブ画素ごとに交互に配列
するように補正を行ってもよい。
【０２１４】
　以下、図３９を参照して、青補正部３００ｂが別の補正を行う形態を説明する。入力信
号において画素が青を示す場合、青補正部３００ｂは上述したように補正を行わない。こ
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の場合、図３９（ａ）に示すように、液晶表示パネル２００Ｄにおける青サブ画素のみに
着目すると、青サブ画素の明領域および暗領域は市松状に配列される。
【０２１５】
　一方、入力信号において画素が無彩色を示す場合、青補正部３００ｂは、行方向に隣接
する２つの画素に属する２つの青サブ画素を１単位として行方向に明青サブ画素および暗
青サブ画素が２青サブ画素ごとに交互に配列するように補正を行う。青補正部３００ｂは
、各青サブ画素に対して図３９（ｂ）に示すように明暗を付与しているといえる。この場
合、「＋」極性および「－」極性のそれぞれの青サブ画素には明青サブ画素だけでなく暗
青サブ画素もあるため、極性と明暗との偏りが抑制され、フリッカを抑制できる。また、
青補正部３００ｂの補正により、液晶表示パネル２００Ｄにおいて明青サブ画素の明領域
および暗領域ならびに暗青サブ画素の明領域および暗領域は図３９（ｃ）に示すように配
列される。この場合、明青サブ画素の明領域は斜めの直線状に配列され、このように明青
サブ画素の明領域が偏って配列されると、表示品位の低下が生じることがある。
【０２１６】
　なお、上述した説明では、青補正部３００ｂは、入力信号において画素が無彩色を示す
場合に青サブ画素が明青サブ画素および暗青サブ画素のいずれかになるように補正を行っ
たが、本発明はこれに限定されない。青補正部３００ｂは、入力信号において全ての画素
が無彩色を示す場合でも青サブ画素の一部が明青サブ画素よりも暗く暗青サブ画素よりも
明るくなるように補正を行ってもよい。なお、以下の説明において明青サブ画素よりも暗
く暗青サブ画素よりも明るい青サブ画素を中青サブ画素と呼ぶ。
【０２１７】
　以下、図４０を参照して、青補正部３００ｂがさらに別の補正を行う形態を説明する。
入力信号において画素が青を示す場合、青補正部３００ｂは上述したように補正を行わな
い。この場合、図４０（ａ）に示すように、液晶表示パネル２００Ｄにおける青サブ画素
のみに着目すると、青サブ画素の明領域および暗領域は市松状に配列される。
【０２１８】
　一方、入力信号において全ての画素が無彩色を示す場合、青補正部３００ｂは、ある青
サブ画素を挟む２つの青サブ画素を１単位として輝度の調整を行う。図４０（ｂ）に行方
向に並んだ４つの青サブ画素をＢ１、Ｂ２、Ｂ３およびＢ４と示す。青補正部３００ｂは
２つの青サブ画素Ｂ１、Ｂ３を１単位として輝度の調整を行い、青サブ画素Ｂ２およびＢ
４については補正を行わない。この場合、行方向の青サブ画素の明暗のみに着目すると、
明青サブ画素および暗青サブ画素は中青サブ画素を間に挟んで交互に配列される。以上か
ら、青補正部３００ｂは、各青サブ画素に対して図４０（ｂ）に示すように明暗を付与し
ているといえる。このため、液晶表示パネル２００Ｄにおいて明、中および暗青サブ画素
の明領域および暗領域は図４０（ｃ）に示すように配列される。図４０（ｃ）において、
ある行のサブ画素の明暗に着目すると、明青サブ画素、中青サブ画素、暗青サブ画素およ
び中青サブ画素が順番に配列されている。青補正部３００ｂがこのように補正を行うと、
明青サブ画素の明領域の偏った配列が防止され、表示品位の低下が抑制される。
【０２１９】
　以下、図４０を参照して上述したように補正を行う液晶表示装置１００Ｄを説明する。
図４１（ａ）に、液晶表示装置１００Ｄにおける液晶表示パネル２００Ｄの模式図を示す
。なお、上述したように、液晶表示パネル２００Ｄにおいて各サブ画素は輝度の異なり得
る複数の領域を有しているが、図４１（ａ）では領域を省略して示している。また、図４
１（ａ）には、画素Ｐ１に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１、画素Ｐ２に
属する赤、緑および青サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２、画素Ｐ３に属する赤、緑および青サブ
画素Ｒ３、Ｇ３、Ｂ３、画素Ｐ４に属する赤、緑および青サブ画素Ｒ４、Ｇ４、Ｂ４を示
している。
【０２２０】
　図４１（ｂ）に、青補正部３００ｂの模式図を示す。図４１（ｂ）において、入力信号
に示された階調レベルｒ１、ｇ１、ｂ１は図４１（ａ）に示した画素Ｐ１に属する各サブ
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画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１に相当するものであり、入力信号に示された階調レベルｒ２、ｇ２
、ｂ２は画素Ｐ２に属する各サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２に相当するものである。また、入
力信号に示された階調レベルｒ３、ｇ３、ｂ３は図４１（ａ）に示した画素Ｐ３に属する
各サブ画素Ｒ３、Ｇ３、Ｂ３に相当するものであり、入力信号に示された階調レベルｒ４
、ｇ４、ｂ４は画素Ｐ４に属する各サブ画素Ｒ４、Ｇ４、Ｂ４に相当するものである。
【０２２１】
　青補正部３００ｂでは、加算部３１０ｂを用いて階調レベルｂ１と階調レベルｂ３の平
均階調レベルｂaveが求められる。次に、階調差レベル部３２０は、１つの平均階調レベ
ルｂaveに対して２つの階調差レベルΔｂα、Δｂβを与える。次に、階調輝度変換部３
３０は、階調差レベルΔｂαを輝度差レベルΔＹbαに変換し、階調差レベルΔｂβを輝
度差レベルΔＹbβに変換する。
【０２２２】
　一方、加算部３１０ｒを用いて階調レベルｒ１と階調レベルｒ３との平均階調レベルｒ

aveが求められる。また、加算部３１０ｇを用いて階調レベルｇ１と階調レベルｇ３との
平均階調レベルｇaveが求められる。色相判定部３４０は平均階調レベルｒave、ｇave、
ｂaveを利用して色相係数Ｈｂを求める。
【０２２３】
　次に、シフト量ΔＳα、ΔＳβが求められる。シフト量ΔＳαはΔＹbαと色相係数Ｈ
ｂとの積によって表され、シフト量ΔＳβはΔＹbβと色相係数Ｈｂとの積によって表さ
れる。乗算部３５０は輝度差レベルΔＹbα、ΔＹbβと色相係数Ｈｂとの乗算を行い、こ
れにより、シフト量ΔＳα、ΔＳβが得られる。
【０２２４】
　また、階調輝度変換部３６０ａが階調レベルｂ１に対して階調輝度変換を行い、輝度レ
ベルＹb1を得る。同様に、階調輝度変換部３６０ｂは階調レベルｂ３に対して階調輝度変
換を行い、輝度レベルＹb3を得る。次に、加減算部３７０ａにおいて輝度レベルＹb1とシ
フト量ΔＳαとを加算し、さらに、輝度階調変換部３８０ａにおいて輝度階調変換を行う
ことにより、階調レベルｂ１’が得られる。また、加減算部３７０ｂにおいて輝度レベル
Ｙb3からシフト量ΔＳβを減算し、さらに、輝度階調変換部３８０ｂにおいて輝度階調変
換を行うことにより、階調レベルｂ３’が得られる。なお、階調レベルｒ１～ｒ４、ｇ１
～ｇ４、ｂ２およびｂ４は補正されない。このような青補正部３００ｂにより、明青サブ
画素の明領域の偏った配列を防止でき、表示品位の低下を抑制することができる。
【０２２５】
　なお、さらにエッジ処理が行われることが好ましい。図４２に、補正部３００ｂ’の模
式図を示す。補正部３００ｂ’は、図１６を参照して上述したエッジ判定部３９０および
係数算出部３９５をさらに有している点を除いて青補正部３００ｂと同様の構成を有して
おり、ここでは、冗長を避けるために重複する説明を省略する。
【０２２６】
　エッジ判定部３９０は、入力信号に示された階調レベルｂ１～ｂ４に基づいてエッジ係
数ＨＥを得る。ここでは、エッジ係数は、階調レベルｂ１～ｂ４の差が大きいほど大きく
なる関数であり、エッジ係数ＨＥは、例えば、ＨＥ＝（ＭＡＸ（ｂ１，ｂ２，ｂ３，ｂ４
）－ＭＩＮ（ｂ１，ｂ２，ｂ３，ｂ４））／ＭＡＸ（ｂ１，ｂ２，ｂ３，ｂ４）で表され
る。なお、エッジ係数ＨＥは他の方法で求められてもよく、また、エッジ係数ＨＥは階調
レベルｂ１およびｂ３に基づいて求められてもよい。
【０２２７】
　次に、係数算出部３９５は、色相判定部３４０において得られた色相係数Ｈｂ、および
、エッジ判定部３９０において得られたエッジ係数ＨＥに基づいて補正係数ＨＣを得る。
補正係数ＨＣは、例えば、ＨＣ＝Ｈｂ－ＨＥと表される。階調レベルｂ１およびｂ３の補
正はこの補正係数ＨＣを用いて上述したのと同様に行われる。このようにエッジ処理を行
ってもよい。
【０２２８】
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　（実施形態５）
　上述した液晶表示装置１００Ｄでは、行方向に位置する２つの画素に属する２つの青サ
ブ画素を１単位として輝度の調整を行ったが、本発明はこれに限定されない。列方向に位
置する２つの画素に属する２つの青サブ画素を１単位として輝度の調整を行ってもよい。
【０２２９】
　図４３を参照して本発明による液晶表示装置の第５実施形態を説明する。図４３（ａ）
に、本実施形態の液晶表示装置１００Ｅの模式図を示す。液晶表示装置１００Ｅは、液晶
表示パネル２００Ｅおよび補正部３００Ｅを備えており、補正部３００Ｅは青補正部３０
０ｂ’’を有している。
【０２３０】
　図４３（ｂ）に、液晶表示パネル２００Ｅの模式図を示す。液晶表示パネル２００Ｅに
おいて各サブ画素は輝度の異なり得る複数の領域を有している。赤、緑、青サブ画素Ｒ３
、Ｇ３、Ｂ３を含む画素Ｐ３は赤、緑および青サブ画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１を含む画素Ｐ１
と列方向に隣接して配列されている。また、赤、緑、青サブ画素Ｒ４、Ｇ４、Ｂ４を含む
画素Ｐ４は赤、緑および青サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２を含む画素Ｐ２と列方向に隣接して
配列されている。
【０２３１】
　青補正部３００ｂ’’が列方向に隣接する２つの画素に属する２つの青サブ画素を１単
位として輝度の調整を行う場合でも、青補正部３００ｂ’’が図３８（ｂ）に示したよう
に青サブ画素に明暗を付与すると、図３８（ｃ）に示したように、明青サブ画素の明領域
が偏って配列されてしまう。このため、青補正部３００ｂ’’は図４０（ｂ）に示すよう
に青サブ画素の明暗を付与することが好ましい。
【０２３２】
　以下、図４４を参照して本実施形態の液晶表示装置１００Ｅにおける青補正部３００ｂ
’’を説明する。図４４（ａ）に示すように、青補正部３００ｂは、前段ラインメモリ３
００ｓと、階調調整部３００ｔと、後段ラインメモリ３００ｕとを有している。入力信号
に示された階調レベルｒ１、ｇ１、ｂ１は図４３（ｂ）に示した画素Ｐ１に属する各サブ
画素Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１に相当するものであり、入力信号に示された階調レベルｒ２、ｇ２
、ｂ２は画素Ｐ２に属する各サブ画素Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２に相当するものである。また、入
力信号に示された階調レベルｒ３、ｇ３、ｂ３は図４３（ｂ）に示した画素Ｐ３に属する
各サブ画素Ｒ３、Ｇ３、Ｂ３に相当するものであり、入力信号に示された階調レベルｒ４
、ｇ４、ｂ４は画素Ｐ４に属する各サブ画素Ｒ４、Ｇ４、Ｂ４に相当するものである。前
段ラインメモリ３００ｓにより、階調レベルｒ１、ｇ１、ｂ１、ｒ２、ｇ２およびｂ２は
１ライン分遅延して階調調整部３００ｔに入力される。
【０２３３】
　図４４（ｂ）に、階調調整部３００ｔの模式図を示す。階調調整部３００ｔでは、加算
部３１０ｂを用いて階調レベルｂ１と階調レベルｂ３の平均階調レベルｂaveが求められ
る。次に、階調差レベル部３２０は、１つの平均階調レベルｂaveに対して２つの階調差
レベルΔｂα、Δｂβを与える。その後、階調輝度変換部３３０は、階調差レベルΔｂα
を輝度差レベルΔＹbαに変換し、階調差レベルΔｂβを輝度差レベルΔＹbβに変換する
。
【０２３４】
　一方、加算部３１０ｒを用いて階調レベルｒ１と階調レベルｒ３との平均階調レベルｒ

aveが求められる。また、加算部３１０ｇを用いて階調レベルｇ１と階調レベルｇ３との
平均階調レベルｇaveが求められる。色相判定部３４０は平均階調レベルｒave、ｇave、
ｂaveを利用して色相係数Ｈｂを求める。
【０２３５】
　次に、乗算部３５０は輝度差レベルΔＹbα、ΔＹbβと色相係数Ｈｂとの乗算を行い、
これにより、シフト量ΔＳα、ΔＳβが得られる。また、階調輝度変換部３６０ａが階調
レベルｂ１に対して階調輝度変換を行い、輝度レベルＹb1を得る。同様に、階調輝度変換
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部３６０ｂは階調レベルｂ３に対して階調輝度変換を行い、輝度レベルＹb3を得る。次に
、加減算部３７０ａにおいて輝度レベルＹb1とシフト量ΔＳαとを加算し、さらに、輝度
階調変換部３８０ａにおいて輝度階調変換を行うことにより、階調レベルｂ１’が得られ
る。また、加減算部３７０ｂにおいて輝度レベルＹb3からシフト量ΔＳβを減算し、さら
に、輝度階調変換部３８０ｂにおいて輝度階調変換を行うことにより、階調レベルｂ３’
が得られる。このような青補正部３００ｂ’’により、明青サブ画素の明領域の偏った配
列を防止でき、表示品位の低下を抑制することができる。
【０２３６】
　なお、さらにエッジ処理が行われることが好ましい。図４５に、青補正部３００ｂ’の
模式図を示す。青補正部３００ｂ’は、図１６を参照して上述したエッジ判定部３９０お
よび係数算出部３９５をさらに有している点を除いて図４４に示した青補正部３００ｂ’
’と同様の構成を有しており、ここでは、冗長を避けるために重複する説明を省略する。
【０２３７】
　エッジ判定部３９０は、入力信号に示された階調レベルｂ１およびｂ３に基づいてエッ
ジ係数ＨＥを得る。例えば、エッジ係数ＨＥは、ＨＥ＝（ＭＡＸ（ｂ１，ｂ３）－ＭＩＮ
（ｂ１，ｂ３））／ＭＡＸ（ｂ１，ｂ３）で表される。なお、エッジ係数ＨＥは他の方法
で求められてもよい。
【０２３８】
　次に、係数算出部３９５は、色相判定部３４０において得られた色相係数Ｈｂ、および
、エッジ判定部３９０において得られたエッジ係数ＨＥに基づいて補正係数ＨＣを得る。
補正係数ＨＣは、例えば、ＨＣ＝Ｈｂ－ＨＥと表される。階調レベルｂ１およびｂ３の補
正はこの補正係数ＨＣを用いて上述したの同様に行われる。このようにエッジ処理を行っ
てもよい。
【０２３９】
　（実施形態６）
　上述した実施形態１～５では、画素は３つの原色を用いて表示を行ったが、本発明はこ
れに限定されない。画素は４つ以上の原色を用いて表示を行ってもよい。画素は、例えば
、赤、緑、青、黄、シアンおよびマゼンタサブ画素を有していてもよい。
【０２４０】
　図４６に、本発明による液晶表示装置の第６実施形態の模式図を示す。本実施形態の液
晶表示装置１００Ｆは、多原色表示パネル２００Ｆと、補正部３００Ｆとを備える。補正
部３００Ｆは、２つの青サブ画素を１単位として輝度の調整を行う青補正部３００ｂを有
している。
【０２４１】
　図４７（ａ）に、多原色表示パネル２００Ｆの模式図を示す。なお、各サブ画素は輝度
の異なり得る領域を有しているが、ここでは、領域を省略して図示している。
【０２４２】
　多原色表示パネル２００Ｆにおいて、各画素は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）、黄（
Ｙ）、シアン（Ｃ）およびマゼンタ（Ｍ）サブ画素を有している。ある行では、１つの画
素に属する赤、緑、マゼンタ、シアン、青および黄サブ画素が行方向にこの順番に配列さ
れており、隣接する次の行では、別の画素に属するシアン、青、黄、赤、緑およびマゼン
タサブ画素が行方向にこの順番に配列されている。多原色表示パネル２００Ｆでは、隣接
する２つの行のサブ画素配列に着目すると、ある行のサブ画素は隣接する行のサブ画素に
対して３サブ画素分シフトして配列されている。また、列方向のサブ画素配列に着目する
と、赤サブ画素はシアンサブ画素と交互に配列されており、緑サブ画素は青サブ画素と交
互に配列されており、マゼンタサブ画素は黄サブ画素と交互に配列されている。なお、６
つのサブ画素の配列はこれに限定されない。ただし、少なくとも青サブ画素は複数の画素
にわたって規則的な周期で配列されていることが好ましい。
【０２４３】
　液晶表示装置１００Ｆでは、列方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位
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として輝度の調整を行う。図４７（ｂ）に、入力信号において全ての画素が同一階調の無
彩色を示す場合の多原色表示パネル２００Ｆを模式的に示す。図４７（ｂ）では、輝度の
調整を行う２つの青サブ画素を矢印で示している。また、図４７（ｂ）において、青サブ
画素のうちハッチングを付していないものは明青サブ画素を示しており、ハッチングを付
しているものは暗青サブ画素を示している。液晶表示装置１００Ｆでは、列方向に隣接す
る２つの画素に属する青サブ画素を１単位として明青サブ画素が行方向に配列するように
輝度の調整を行う。このため、明青サブ画素の偏った配列が防止されることになり、青の
解像度の実質的な低下が抑制される。
【０２４４】
　なお、図４７に示した多原色表示パネル２００Ｆでは、１つの画素に属するサブ画素は
１行に配列されていたが、本発明はこれに限定されない。１つの画素に属するサブ画素は
複数の行にわたって配列されていてもよい。
【０２４５】
　図４８（ａ）に、液晶表示装置１００Ｆ１における多原色表示パネル２００Ｆ１の模式
図を示す。多原色表示パネル２００Ｆ１において、１つの画素に含まれるサブ画素は２行
３列に配列されており、１つの画素に属する赤、緑および青サブ画素はある行の行方向に
この順番に配列されており、同じ画素に属するシアン、マゼンタおよび黄サブ画素は隣接
する次の行の行方向にこの順番に配列されている。また、列方向のサブ画素配列に着目す
ると、赤サブ画素はシアンサブ画素と交互に配列されており、緑サブ画素はマゼンタサブ
画素と交互に配列されており、青サブ画素は黄サブ画素と交互に配列されている。図４８
（ｂ）に示すように、液晶表示装置１００Ｆ１では、行方向に隣接する２つの画素に属す
る青サブ画素を１単位として明青サブ画素および暗青サブ画素が行方向に交互に配列する
ように輝度の調整を行う。このため、明青サブ画素の偏った配列が防止されることになり
、青の解像度の実質的な低下が抑制される。
【０２４６】
　あるいは、画素は、例えば、第１赤、緑、青、黄、シアンおよび第２赤サブ画素を有し
ていてもよい。なお、上述した多原色表示パネル２００Ｆ、２００Ｆ１では、１つの画素
に属するサブ画素の数は６個であったが、本発明はこれに限定されない。多原色表示パネ
ルにおいて１つの画素に属するサブ画素の数は４個であってもよい。
【０２４７】
　図４９（ａ）に、液晶表示装置１００Ｆ２における多原色表示パネル２００Ｆ２の模式
図を示す。多原色表示パネル２００Ｆ２において各画素は赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）
および黄（Ｙ）サブ画素を有している。赤、緑、青および黄サブ画素は行方向にこの順番
に配列されている。また、列方向には、同じ色を呈するサブ画素が配列されている。図４
９（ｂ）に示すように、液晶表示装置１００Ｆ２では、行方向に隣接する２つの画素に属
する２つの青サブ画素を１単位として明青サブ画素が斜め方向に隣接するように輝度の調
整を行う。このため、明青サブ画素の偏った配列が防止されることになり、青の解像度の
実質的な低下が抑制される。
【０２４８】
　なお、図４９に示した多原色表示パネル２００Ｆ２では、列方向に同じ色を呈するサブ
画素が配列されていたが、本発明はこれに限定されない。列方向に異なる色を呈するサブ
画素が配列されてもよい。
【０２４９】
　図５０（ａ）に、液晶表示装置１００Ｆ３における多原色表示パネル２００Ｆ３の模式
図を示す。多原色表示パネル２００Ｆ３では、１つの画素に属する赤、緑、青および黄サ
ブ画素がある行の行方向にこの順番に配列されており、別の画素に属する青、黄、赤およ
び緑サブ画素が隣接する次の行の行方向にこの順番に配列されている。隣接する２つの行
のサブ画素配列に着目すると、ある行のサブ画素は隣接する行のサブ画素に対して２サブ
画素分シフトして配列されている。また、列方向のサブ画素配列に着目すると、赤サブ画
素は青サブ画素と交互に配列されており、緑サブ画素は黄サブ画素と交互に配列されてい
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る。なお、４つのサブ画素の配列はこれらに限定されない。ただし、少なくとも青サブ画
素は複数の画素にわたって規則的な周期で配列されていることが好ましい。
【０２５０】
　行方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位として明青サブ画素が斜め方
向に隣接するように輝度の調整が行われる場合、例えば、ある明青サブ画素に対して空間
的に最も近くに位置するいくつかの青サブ画素の一部が明青サブ画素となり、明青サブ画
素が偏って配列される。また、図５０（ｂ）に示すように、行方向に隣接する２つの画素
に属する青サブ画素を１単位として明青サブ画素が列方向に隣接する画素に属するように
輝度の調整が行われる場合でも、明青サブ画素が偏って配列される。一方、図５０（ｃ）
に示すように、列方向に隣接する２つの画素に属する青サブ画素を１単位とし、明青サブ
画素が行方向に位置するように輝度の調整が行われる場合、明青サブ画素の偏った配列が
防止されることになり、青の解像度の実質的な低下が抑制される。
【０２５１】
　なお、図４９および図５０に示した多原色表示パネル２００Ｆ２、２００Ｆ３では、１
つの画素に属するサブ画素は１行に配列されたが、本発明はこれに限定されない。１つの
画素に属するサブ画素は複数の行にわたって配列されていてもよい。
【０２５２】
　図５１（ａ）に、液晶表示装置１００Ｆ４における多原色表示パネル２００Ｆ４の模式
図を示す。多原色表示パネル２００Ｆ４において、１つの画素に含まれるサブ画素は２行
２列に配列されており、１つの画素に属する赤および緑サブ画素がある行の行方向にこの
順番に配列されており、同じ画素に属する青および黄サブ画素が隣接する行の行方向にこ
の順番に配列されている。列方向のサブ配列に着目すると、赤サブ画素は青サブ画素と交
互に配列されており、緑サブ画素は黄サブ画素と交互に配列されている。図５１（ｂ）に
示すように、液晶表示装置１００Ｆ４では行方向に隣接する２つの画素に属する２つの青
サブ画素を１単位として明青サブ画素が斜め方向に隣接するように輝度の調整を行う。こ
のため、明青サブ画素の偏った配列が防止されることになり、青の解像度の実質的な低下
が抑制される。
【０２５３】
　また、図４９、図５０および図５１に示した多原色表示パネル２００Ｆ２、２００Ｆ３
、２００Ｆ４では画素は赤、緑、青および黄サブ画素を有していたが、これに限定されな
い。画素は黄サブ画素に代えて白サブ画素を有していてもよい。
【０２５４】
　なお、上述した説明では、補正部３００Ｂ、３００Ｃ、３００Ｄ、３００Ｅ、３００Ｆ
は青補正部３００ｂを有していたが、本発明はこれに限定されない。これらの補正部は、
図２４および図２５を参照して上述したように、青補正部３００ｂに代えて、または、青
補正部３００ｂに加えて、赤補正部３００ｒおよび緑補正部３００ｇの少なくとも一方を
有してもよい。
【０２５５】
　また、上述した説明では、液晶層は垂直配向型であったが、本発明はこれに限定されな
い。液晶層は別のモードであってもよい。
【０２５６】
　なお、参考のために、本願の基礎出願である特願２００８－３３５２４７号および特願
２００９－１３２４９９号の開示内容を本明細書に援用する。
【産業上の利用可能性】
【０２５７】
　本発明によれば、視野角特性の改善を図るとともに表示品位の低下が抑制された液晶表
示装置を提供することができる。
【符号の説明】
【０２５８】
　１００　液晶表示装置
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　２００　液晶表示パネル
　３００　補正部
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